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　  丹後あじわいの郷 弥栄町鳥取4

　  かぶと山公園 久美浜町甲
こう　やま

山2

　  ＫＴＲ甲
こ う

山
や ま

駅 久美浜町甲
こ う

山
や ま

1

　  水
み ず

辺
べ

公園やさか野 弥栄町溝
みぞ

谷
たに

3

至鳥取

至島津
至島津

至木橋至橋木

フルーツ
王国やさか

かぶと山
キャンプ場

久美浜湾

神野小

甲山駅

京丹後市消防
久美浜分署

至丹後神野駅

至久美浜駅

兜山

甲山駅

　
国
民
に
最
も
愛
さ
れ
て
い
る
花
木
の
ひ
と

つ
、「
桜
」
―
。
本
市
内
に
は
、あ
ち
こ
ち
に
、

私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
“
桜
の

名
所
”
が
あ
り
ま
す
。
日
本
気
象
協
会
に
よ

る
と
、
今
年
の
府
北
部
の
開
花
は
、
４
月
６

日
。「
満
開
は
、４
月
11
日
の
予
想
」だ
と
か
※
。

今
月
号
で
は
、
市
内
に
た
く
さ
ん
あ
る
“
桜

名
所
”
の
中
か
ら
、
ほ
ん
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。列
車
や
バ
ス
を
利
用
し
て
、ゆ
っ
く
り
、

の
ん
び
り
と
市
内
の
お
花
見
に
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

 
桜
の
大
半
は
〝
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
”

　
日
本
の
「
桜
」
の
大
半
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
、
離
湖

公
園（
網
野
町
）や
、倉
垣
桜
公
園（
大
宮
町
）

な
ど
で
数
多
く
植
樹
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
花
び
ら
が
５
枚
で
、
葉
が
出
る
前
に
花

が
咲
く
の
が
特
徴
。
こ
の
桜
、
エ
ド
ヒ
ガ

ン
と
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
と
い
う
同
属
異
種

間
の
交
配
で
誕
生
し
た
も
の
で
、
自
生
は

で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
の
手
で
広
ま
っ
た
「
ク
ロ
ー
ン
」

　
桜
の
生
態
に
詳
し
い
勝か

つ

木き

俊と
し

雄お

博
士

（
※
）
は
、「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
全
て
同
一
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
っ
て
お
り
、い
わ
ゆ
る『
ク
ロ
ー

ン
』。
日
本
全
土
に
分
布
す
る
全
て
の
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
は
、一
本
ず
つ
人
の
手
に
よ
っ
て

接つ
ぎ

木き

や
挿さ

し

木ぎ

し
、
広
ま
っ
て
い
っ
た
も
の
と

い
え
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

（
※
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
多
摩
森
林
科

学
園
の
主
任
研
究
員
と
し
て
、
日
本
全
国
の
桜
の
調

査
や
分
類
を
行
っ
て
い
る
）

竹野川沿いや遊歩道沿いに 100
本以上の桜が咲きます。遊歩道で
は、桜のトンネルを歩けます。
◇丹海バス「弥栄病院前」下車、徒
歩約 5 分◇駐車場・有、花見・可◇
☎ 65-3137（観光協会弥栄町支部） 甲山駅前に、大きな桜の木が

あります。桜のトンネルが駅利
用者を迎えます。
◇ＫＴＲ宮津線甲山駅下車すぐ◇
駐車場・有、花見・不可◇☎ 82-
1781（観光協会久美浜町支部）☎
69-0120（企画政策課）

展望台から桜と久美浜湾
を一緒に眺めることがで
きます。散策しながら、桜
並木を歩けます。
◇ＫＴＲ宮津線甲山駅から
徒歩約 30 分。◇駐車場・有、
花 見・可◇ ☎ 82-1781（観
光協会久美浜町支部）

約 150 本の桜と四季の花
が咲いています。代表的
なソメイヨシノや、珍しい
キンマメザクラ（金豆桜）
を見ることができます。
◇丹海バス「丹後あじわいの
郷」下車、徒歩約 3 分◇駐
車場・有、花見・可◇☎ 65-
4193（丹後あじわいの郷）

※ 

日
本
気
象
協
会
が
今
年
２
月

29
日
に
発
表
し
た
も
の
。
予
想

基
準
と
な
る
桜
は
、
舞
鶴
市
内
。

桜
を
見
に
行
こ
う

桜
の
豆
知
識

さく
ら

　

春
の
特
別
企
画

松
ま つ

本
も と

 理
り

恵
え

さん（峰山町五
ご

箇
か

）今月の笑顔

プロフィール
昭和 62 年 5月生まれの24 歳。峰山
高校卒業後、神戸市内の製菓専門学校
へ進学し、パンやお菓子作りの基礎を
学ぶ。帰郷後、丹後町内の洋菓子店に
就職し、現在クッキー焼きやムースケー
キの仕込みを担当している。

◆京丹後市のおすすめスポットは？
　立岩（丹後町）周辺です（表紙写真）。春から夏
にかけて海と空がきれいな青色になります。海岸
沿いの歩道を散歩すると気持ちがいいですよ。
◆趣味は？
　休日の読書です。一番印象に残っている本は、
映画「ロード・オブ・ザ・リング」の原作「指輪物
語」（J.R.Rトールキン著）。追補編を含む全10巻
の大作を、一気に読み切りました。
◆広報紙についてひと言
　表紙に若い人が写っているので、思わずページ
をめくります。紙面にも、若者が登場するコーナー
があるといいですね。

市政トピックス P6
「分庁舎方式の今後の在り方」など市長に答
申／「市立病院改革プラン」平成 22 年度実
施状況／丹後産コシヒカリ「特Ａ」復活　ほか

京たんごスポーツ P18

みんなの広場 P16

京都府のひろば P14

情報ファイル P20
市の文化財／ジオトピックス／宮川優のたんご
優遊見聞録／図書館だより／広報クイズ　ほか

京丹後人 ㉓ P24
コウノトリネット京丹後代表 野村 重嘉さん（久美浜町市場）

目　次
index

長岡保で園児が買い物体験／久美浜一区で
ひな祭り／網野中で伝統文化体験　　ほか

まちのわだい P12

生命の絆 P19

 P10
下水道接続で快適な暮らしを／京

わ が ま ち

丹後市の台
所事情③

健康だより P15

表紙企画「　　　　　」に登場していただける方を募集していま
す。ご希望の方は、広報広聴係（☎ 69-0110）までご連絡ください。
自薦他薦を問いません。

今月の笑顔

1

4

2

9

10
3

かぶと山公園

ＫＴＲ甲
こう

山
やま

駅

水
みず

辺
べ

公園やさか野
丹後あじわいの郷

6

5

網野神社
離
はなれ

湖
こ

公園

丹後松島展望所

経
きょう

ヶ
が

岬
みさき

7

8

11

12 比
ひ

治
じ

山
やま

峠
峰山総合公園

倉
くら

垣
がき

桜公園

峯
みね

空
くう

園
えん

昨年の「12月号」表紙に
登場した笠井小百合さん

ＫＴＲ甲
こう

山
やま

駅

弥栄
駐在所

京丹後市
商工会弥栄（支）

ＪＡ 弥栄
郵便局

弥栄
病院

桜を見に行こう

桜を見に行こう
春の特別企画

春の特別企画
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経ヶ岬
停留所

至中浜

至伊根町

経ヶ岬灯台

ま
ち

お
こ
し

桜
展望所

至筆石
至平海岸

で
、

桜を見に行こう
春の特別企画

小浜地区公民館

小浜勤労者と
子どものセンター

◇丹海バス「奥大野」下車、徒歩約 4分◇
駐車場（奥大野地区公民館）・有、花見・可
◇☎ 68-0960（観
光協会大宮町支
部）、☎ 64-2017
（奥大野自治会）

京都府最大の淡水湖「離湖」には
沿岸に約500 本の桜が咲きます。
3月下旬から4月中旬（予定）まで
催されるライトアップも見ものです。

ソメイヨシノなど約130本の桜が
園内を埋め尽くします。4月7日
（土）には、桜祭りが開催されます。

浦島伝説にゆかりのある神
社。神社境内では、黄色の花
を咲かせるウコンザクラが楽
しめます。

灯台と、その周辺に咲く桜との色合
いがきれいです。バス停周辺から灯
台駐車場までにも桜が植えられてい
ます。

丹後松島の絶景を前に桜並木が続き
ます。青い海と空、ピンク色の桜が
とてもよく合います。

比治山トンネルを挟んで、国道 312
号沿いに桜並木が続いています。丹
海バスを利用する方は、「大

おおじぐち
路口」停

留所から「佐
さ
野
の
甲
こう
」停留所の間に見る

ことができます。

球場、テニスコートの周辺一
体に約 400 本の桜が咲きま
す。4月下旬に、「お花見会」
が企画されています。

約 600 本、29 種の桜が楽しめます。4
月8日（日）には、桜祭りが開催されます。

◇丹海バス「小浜」下車、徒歩約 5分
◇駐車場・有、花見・可◇☎ 72-0900（観
光協会網野町支部）

◇ＫＴＲ宮津線峰山駅か
ら徒歩約15分。丹海バス
「峰山中前」下車、徒歩
約 5分◇駐車場・有、花見・
可◇☎ 62-8560（観光協
会峰山町支部）

◇丹海バス「アミティ・網野庁舎前」
下車、徒歩約3分◇駐車場・有、
花見・可◇☎72-0900（観光協
会網野町支部）、☎72-0079（網
野神社）

◇丹海バス「三ツ橋」下車、徒歩
約 5分◇駐車場・有、花見・可◇☎
68-0960（観光協会大宮町支部）

◇丹海バス「経ヶ岬」下車。灯台まで
の道のりは遊歩道で約1.4㌔、徒歩約
30 分◇駐車場・有、花見・可◇☎ 75-
0437（観光協会丹後町支部）

◇丹海バス「此代」下車、徒歩約10
分◇駐車場・有、花見・不可◇☎ 75-
0437（観光協会丹後町支部）

◇駐車場・無、花見・不可◇☎ 62-8560（観
光協会峰山町支部）☎ 82-1781（観光協会
久美浜町支部）

峰山中

峰山
総合公園

京都府
丹後文化会館

　
奥
大
野
区
（
大
宮
町
）
は
、

村
づ
く
り
委
員
会
が
主
体
と

な
っ
て
、
区
が
所
有
す
る
山
の

斜
面
約
１
㌶
を
利
用
し
“
倉
垣

桜
公
園
”を
整
備
し
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
か
ら
10
年
間
で
、
計

約
６
０
０
本
の
桜
を
植
樹
。
品

種
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
中
心

に
、ウ
コ
ン
ザ
ク
ラ
（
鬱
金
桜
）、

ジ
ン
ダ
イ
ア
ケ
ボ
ノ（
神
代
曙
）

な
ど
29
種
。

　
同
区
長
の
川
口
勝
彦
さ
ん
は
、

「
桜
を
管
理
・
保
全
す
る
リ
ー

ダ
ー
の
“
桜さ

く
ら

守も
り

”
を
中
心
に
、

シ
カ
防
除
ネ
ッ
ト
の
設
置
や
補

植
な
ど
に
取
り
組
み
、
区
民
み

ん
な
で
桜
を
育
て
て
い
ま
す
。

“
桜
の
名
所
”
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
が
、
ま
ず
は
地
域
の
方
の

憩
い
の
場
や
心
の
ふ
る
さ
と
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
羽
衣
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
市
観

光
協
会
峰
山
町
支
部
）
は
、
平

成
12
年
に
“
桜
の
名
所
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”
を
開
始
。
毎

年
、植
樹
の
希
望
者（
桜
の
オ
ー

ナ
ー
）
を
募
り
、
今
ま
で
に
約

４
０
０
人
の
手
で
約
５
０
０
本

の
桜
を
植
え
ま
し
た
。

　
「
桜
は
、
病
気
や
虫
に

弱
い
の
で
、
植
え
る
こ

と
よ
り
も
、
維
持
や
管
理
に
手

間
暇
が
か
か
り
ま
す
」
と
同
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
代
表
の
梅
田
修
さ

ん
。
年
に
一
度
は
オ
ー
ナ
ー
に

声
を
掛
け
、
み
ん
な
で
草
刈
り

や
害
虫
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
全
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

う
作
業
も
「
み
ん
な
桜
が
好
き

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
初
め
て

の『
お
花
見
会
』を
企
画
し
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

至峰山
河辺駐在所

丹後織物
工業組合

離湖公園

　  比
ひ 　 じ 　 や ま

治山峠　　　　　 12 峰山町鱒
ます

留
どめ

～久美浜町佐野

　  峰山総合公園 峰山町荒
あら

山
やま

11

　  離
はなれ

湖
こ

公園 網野町小
こ

浜
ばま

5

　  経
きょうがみさき

ヶ岬 丹後町袖
そで

志
し

10

　  丹後松島展望所 丹後町此
この

代
しろ

9

　  網野神社 網野町網野6

　  倉
く ら

垣
が き

桜公園 大宮町奥大野7

　  峯
み ね

空
く う

園
え ん

 大宮町河
こ う べ

辺8

倉
垣
桜
公
園

1h
ヘクタール

a に29種 600本

桜公園を憩いの場に

400人で500本植樹

今年は初の“お花見会”も

峰
山
総
合
公
園

▲自分たちで植えた桜の回り
で草刈りを行う家族 ▲斜面に桜を植える地域住民たち
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「当面は、大規模な修繕などの必要がなく利用できると
判断する限り、基本的に峰山庁舎、大宮庁舎、網野庁
舎を分庁舎として利用する」という答申がなされた（写
真は市役所峰山庁舎）

今冬の大雪による市道除雪委託経費を補正（写
真は市役所峰山庁舎周辺）

校舎の耐震補強工事の実施する大宮第二小学校（大宮町）

一般廃棄物処理施設について、「中長期的な視点で計画
的な修繕が重要」との答申（写真は峰山クリーンセンター）

「分庁舎方式の今後の在り方」について、中山市長に答申する市
まちづくり委員会の板垣久彌会長（左）と佐々木正二郎職務代理

　
９
億
３
３
１
９
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
３
３
９
億
３
２
６
万
円
と
す

る
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
が
、
２
月
27
日
開
会
の
３

月
定
例
市
議
会
で
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

　
京
丹
後
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
な
ど
の
付
属
機
関
に
諮
問
し
て
い
た
「
分

庁
舎
方
式
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
」「
議
会
議
員
の
報
酬
の
適
正
化
に

つ
い
て
」「
廃
棄
物
処
理
施
設
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
」
の
３
案
件
の
答

申
が
、
こ
の
ほ
ど
中
山
市
長
に
な
さ
れ
ま
し
た
。

除
雪
事
業▼

２
億
４
２
９
５
万
円

　

大
雪
に
よ
る
市
道
の
除
雪

経
費
を
追
加
す
る
も
の
。
除
雪

委
託
経
費
に
２
億
２
３
０
０
万

円
、
除
雪
機
械
修
繕
料
な
ど
に

１
９
９
５
万
円
。
補
正
後
の
予

算
総
額
は
３
億
６
０
１
９
万
円

に
な
り
ま
す
。

雪
害
支
援
緊
急
対
策
事
業
費
補

助
金

▼
３
１
６
２
万
円

　

大
雪
に
よ
り
、
被
害
を
受
け

た
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
復
旧
、
作

物
の
再
生
産
に
必
要
な
種
子
の

購
入
、
茶
や
果
樹
の
樹
勢
回
復
、

農
道
の
除
雪
な
ど
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
、
農
業
者
の

経
営
安
定
を
図
る
も
の
で
す
。

雪
下
ろ
し
等
緊
急
支
援
補
助
金

▼
３
０
０
万
円

　

自
力
で
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な

ど
が
で
き
な
い
高
齢
者
や
障
害

者
、
母
子
の
世
帯
を
対
象
に
、

除
雪
作
業
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

防
災
行
政
無
線
施
設
整
備

▼
４
億
１
３
８
６
万
円

　

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
て
、

　
「
当
分
の
間
は
峰
山
・
大
宮
・

網
野
の
庁
舎
を
活
用
す
る
」
と
定

め
た
新
市
建
設
計
画
（
６
町
合
併

協
策
定
）
の
計
画
期
間
（
合
併
後

お
お
む
ね
10
年
）
が
終
了
す
る
こ

と
を
受
け
、
分
庁
舎
方
式
の
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
京
丹
後
市

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
板
垣
久ひ

さ

彌や

会
長
、
12
人
）
に
意
見
を
求
め
て

い
た
も
の
で
す
。

　
同
委
員
会
は
、
本
庁
機
能
の
あ

分
庁
舎
方
式
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

「
本
庁
機
能
を
将
来
的
に
１
カ
所
に
」

議
会
議
員
の
報
酬
の
適
正
化
に
つ
い
て

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

「
現
行
の
額
に
据
え
置
く
こ
と
が
妥
当
」

廃
棄
物
処
理
施
設
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

「
経
済
性
へ
の
配
慮
と
客
観
性
の
確
保
を
」

　

現
行
の
京
丹
後
市
議
会
議
員

の
報
酬
額
（
月
額
で
議
長
45
万

円
、
副
議
長
40
万
円
、
議
員
38
万

円
）
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
、
京
丹
後
市
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
（
行
待
佳よ

し

平へ
い

会
長
、
５

人
）
に
意
見
を
求
め
て
い
た
も
の

で
す
。

　

同
審
議
会
は
、「
議
員
の
職
務

や
責
任
の
度
合
い
、
社
会
的
地

位
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
現
行
の

額
に
据
え
置
く
こ
と
が
妥
当
で
あ

る
」
と
答
申
。
ま
た
、「
社
会
情

勢
を
鑑か

ん
が
み
て
、
議
員
自
ら
報
酬
を

抑
制
し
て
い
る
よ
う
に
、
今
後
も

適
時
議
論
し
、
自
ら
の
努
力
を
惜

し
ま
ぬ
よ
う
検
討
さ
れ
る
こ
と
を

望
む
」
と
し
て
い
ま
す
。

2月9日答申

2月16日答申2月29日答申

る
べ
き
配
置
に
つ
い
て
、「
今
後

の
市
財
政
お
よ
び
職
員
定
員
の
適

正
化
へ
対
応
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
が
維
持
で
き
る
効
率
的
な

行
政
運
営
の
た
め
、
本
庁
機
能
を

１
カ
所
に
集
中
配
置
す
る
べ
き
」

と
の
見
解
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
施
設
の
有
効
利

用
の
観
点
か
ら
当
面
の
運
用
と

し
て
、
▽
分
庁
舎
の
建
物
に
つ
い

て
、
大
規
模
な
修
繕
・
改
修
の
必

要
な
く
利
用
で
き
る
と
判
断
す
る

限
り
、
基
本
的
に
峰
山
庁
舎
、
大

宮
庁
舎
お
よ
び
網
野
庁
舎
を
分
庁

舎
と
し
て
利
用
す
る
▽
い
ず
れ
か

の
庁
舎
に
つ
い
て
、
使
用
で
き
な

い
と
判
断
し
た
と
き
や
他
の
機
能

を
持
つ
施
設
な
ど
に
転
用
す
る
こ

と
が
住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
な
ど
に

は
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
こ

と
を
前
提
に
、
当
該
庁
舎
に
配
置

し
て
い
る
本
庁
機
能
を
他
の
庁
舎

　

市
の
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

（
焼
却
１
施
設
、
最
終
処
分
場
４

施
設
、
し
尿
処
理
３
施
設
）
の
維

持
管
理
の
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
、
京
丹
後
市
廃
棄
物
減

量
等
推
進
審
議
会
（
西
村
恒
彦
会

長
、
19
人
）
に
意
見
を
求
め
て
い

た
も
の
で
す
。

　
同
審
議
会
は
、
維
持
管
理
の
必

要
性
・
合
理
性
に
つ
い
て
、
▽
市

民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
施
設
で

あ
り
、
維
持
管
理
の
た
め
の
修
繕

な
ど
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
経
済

性
に
配
慮
し
な
が
ら
効
率
的
で
的

確
に
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

▽
修
繕
工
事
は
、
引
き
続
き
国
の

方
針
な
ど
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
箇

所
や
順
位
を
決
定
す
る
こ
と
▽
設

計
に
当
た
っ
て
は
、
国
の
基
準
や

そ
の
他
第
三
者
が
示
す
根
拠
を
用

い
る
な
ど
可
能
な
限
り
客
観
性
を

確
保
し
、
適
切
に
算
定
す
る
こ
と

が
合
理
的
で
あ
る
―
と
答
申
し
ま

市
民
協
働
課

☎
６
９
‐
０
２
４
０

人
事
課☎６

９
‐
０
１
５
０

市
民
課☎６

９
‐
０
２
１
０

ま
た
は
そ
の
周
辺
に
集
中
し
て
配

置
す
る
―
と
し
て
い
ま
す
。

し
た
。

　

ま
た
、「
中
長
期
的
な
視
点
で

計
画
的
に
修
繕
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
し
、
年
次
修
繕
計
画
に
つ

い
て
は
、「
施
設
の
機
能
維
持
と

併
せ
て
維
持
管
理
費
の
抑
制
に

つ
な
が
る
よ
う
策
定
す
べ
き
で
あ

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

老
朽
化
し
た
丹
後
町
域
の
防
災

行
政
無
線
の
再
整
備
（
デ
ジ
タ

ル
化
）
と
屋
外
拡
声
子
局
を
増

設
す
る
も
の
。
併
せ
て
昨
年
12

月
下
旬
の
落
雷
で
故
障
し
た
弥

栄
町
小
金
山
の
再
送
信
子
局
の

復
旧
を
行
い
ま
す
。

小
学
校
施
設
の
耐
震
化

▼
２
億
６
３
０
０
万
円

　

市
立
学
校
施
設
耐
震
化
計
画

に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度
に
予
定

し
て
い
た
小
学
校
４
校
の
耐
震
補

強
工
事
を
、
国
の
補
正
予
算
を
活

用
し
、前
倒
し
で
実
施
す
る
も
の
。

　

大
宮
町
の
大
宮
第
二
小
学
校

校
舎
と
大
宮
第
三
小
学
校
体
育

館
、
弥
栄
町
の
吉
野
小
学
校
体

育
館
、
久
美
浜
町
の
田
村
小
学

校
体
育
館
の
耐
震
工
事
を
行
い

ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

雪
害
対
策
、防
災
行
政
無
線
整
備
な
ど
９
億
３
千
万
円

「
分
庁
舎
方
式
の
今
後
の
在
り
方
」
な
ど
３
案
件

行政財政

議会

衛生

諮
問
機
関
が　

 

市
長
に
答
申

そ
れ
　
ぞ
れ
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こ
の
学
会
は
、
職
種
間
の
相
互

理
解
と
共
通
認
識
を
深
め
る
こ
と

や
、
同
病
院
の
地
域
包
括
医
療
・

ケ
ア
の
取
り
組
み
を
市
域
全
体
に

広
げ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
い
の
ち・い
き
が
い・

み
ら
い
」。
技
術
部

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
室
の
平
林
達
夫
・

理
学
療
法
士
に
よ
る

「
成
長
期
に
お
け
る

投
球
障
害
に
対
す
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
ほ
か
、
看
護

部
の
池
上
由
美
子
看

護
師
に
よ
る
「
救
急

外
来
か
ら
病
棟
へ
の

申
し
送
り
改
善
の
取

り
組
み
」
な
ど
、
８

　

プ
ラ
ン
は
、
平
成
20
年
度
か

ら
４
カ
年
の
市
立
病
院
の
経
営

目
標
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
、

同
評
価
委
員
会
が
進
ち
ょ
く
状

況
を
毎
年
点
検
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
書
で
は
、
組
織
全
体
で

経
費
の
抑
制
や
収
益
の
増
加
に

努
め
た
成
果
と
し
て
、
純
利
益

が
平
成
21
年
度
に
比
べ
て
倍
増

し
た
こ
と
や
単
年
度
収
支
が
３

年
連
続
で
黒
字
と
な
っ
た
点
を

評
価
。

　

一
方
で
、
課
題
で
あ
る
医
師

や
看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
増
員
・
拡
充
に
つ
い
て
早

期
に
実
現
す
る
よ
う
要
請
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
額
に
つ
い
て
は
「
適

正
規
模
」
と
し
な
が
ら
も
、「
厳

し
い
市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え

る
と
、
さ
ら
な
る
財
務
体
質
の

強
化
が
必
要
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
立
久
美
浜
病
院
（
赤
木
重
典
院
長
）
は
２
月
11
日
、
第
８
回
「
久
美
浜

病
院
院
内
学
会
」
を
市
役
所
久
美
浜
庁
舎
２
階
で
開
き
、
医
師
や
技
師
、
看

護
師
が
演
題
発
表
や
医
療
関
係
者
ら
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

人
が
研
究
成
果
の
発
表
や
実
践
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
島
根
県
飯い

い

南な
ん

町
立
飯
南

病
院
地
域
医
療
部
の
小こ

玉だ
ま

千
恵

部
長
が
、「
住
民
と
と
も
に
歩
む

医
療
機
関
を
目
指
し
て
」
と
題
し

事
例
発
表
。
府
立
医
科
大
学
小
児

科
学
教
室
の
細
井
創は

じ
め

教
授
も
駆

け
付
け
、
会
場
で
は
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
政
策
課

☎
６
９
‐
０
３
６
０

市立弥栄病院

市立久美浜病院

演題発表の様子

２月 11日

医療関係者など多くが参加した院内学会（久美
浜庁舎で）

「くらし」のこと、「しごと」のこと、
一人で悩んでいませんか？
　京丹後市『くらし』と『しごと』の寄り添い支援セ
ンターでは、あなたの問題の解決方法を一緒に考え、
あなたに必要な制度やサービスを探します。私たち
にご相談ください。

●	 相談時間：月〜金曜（祝日・年末年始除く）　

　	 9:00〜17:00

　　0120-125-294

　	 （時間外は健康長寿福祉部生活福祉課に転送）

　	 yorisoishien@mint.ocn.ne.jp

　	 http://yorisoishien.com/

京丹後市『くらし』と『しごと』の寄り添い支援センター

京丹後市峰山町杉谷691
（市社会福祉協議会峰山支所内に併設）

2年ぶりに食味ランク「特A」を獲得した
丹後産コシヒカリ

２月 22日

医
師
や
看
護
師
ら 

研
究
成
果
な
ど
発
表

職
種
間
の
連
携
、
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
を
全
市
域
へ

　
市
が
策
定
し
た
「
京
丹
後
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
の
平
成
22
年
度
の
実

施
状
況
を
検
証
し
た
点
検・評
価
報
告
書
が
２
月
22
日
、
同
評
価
委
員
会
（
浅

田
武
夫
委
員
長
、
６
人
）
か
ら
中
山
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
同
評
価
委

員
会
は
、「
両
病
院
の
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
改
善
の
成
果
に
よ
っ
て
、
医
業
収

支
が
改
善
す
る
な
ど
、
健
全
な
病
院
経
営
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
て
い
る
」

と
評
価
し
て
い
ま
す
。

市
立
２
病
院
の
医
業
収
支
改
善
を
評
価

評
価
委
員
会
が
点
検
・
評
価
報
告
書
を
市
長
に
提
出

医療

　
平
成
23
年
産
の
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
、
日
本

穀
物
検
定
協
会
（
東
京
）
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、

５
段
階
評
価
で
最
高
位
の
「
特
Ａ
」
を
獲
得
し
ま

し
た
。
２
年
ぶ
り
の

復
活
で
、
直
近
５

年
間
で
４
回
目
の

獲
得
と
な
り
ま
し

た
。

　

同
協
会
が
、
複

数
産
地
の
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
ブ
レ
ン
ド
米

を
基
準
米
と
し
て
、

「
味
」
や
「
香
り
」

な
ど
６
項
目
を
食
味
試
験
で
評
価
。
特
Ａ
に
な
っ

た
26
品
種
の
う
ち
、丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
「
味
」

と
「
粘
り
」
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
府
丹
後
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
府
峰
山
総

合
庁
舎
内
・
峰
山
町
）
は
、「〝
特
Ａ
復
活
〟
を
目

指
す
生
産
者
の
意
気
込
み
が
高
く
、
関
係
機
関
と

一
丸
と
な
っ
て
気
象
変
動
に
負
け
な
い
強
い
イ
ネ

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

穀物検定協の平成 23 年産米食味ランキング

丹後産コシヒカリ２年ぶり「特Ａ」に 直
近
５
年
間
で
４
回
目

「市立病院改革プラン」
平成 22 年度実施状況

医療

農政

丹
後
米
改
良
協
会
が
品
質
向
上
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
実
施
し
た
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
良
食
味
米
共
励
会

の
外
観
審
査
の
様
子
（
昨
年
10
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
京
都
丹

後
広
域
営
農
セ
ン
タ
ー
で
）

市立久美浜病院が
第８回院内学会開催

「
成
長
期
投
球
障
害
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
」
な
ど

「
健
全
な
経
営
へ
大
き
く
前
進
」

「さらなる財務体質の強化を」
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借金（市債）残高とその評価

京
わ が ま ち
丹後市の

台 

所
事
情

 財政課（☎ 69-0160）
３

シリーズ

ガイド

　
地
方
自
治
体
（
市
町
村
）
で
は
、学
校
、

保
育
所
、
ご
み
処
理
場
な
ど
多
く
の
施
設

を
管
理
、
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

整
備
に
は
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の
お
金
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、住
宅
ロ
ー

ン
の
よ
う
に
金
融
機
関
な
ど
か
ら
の
借
金

が
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
地
方
自
治
体
で

は
、
借
金
を
抱
え
な
が
ら
行
政
運

営
し
て
い
ま
す
。

京
丹
後
市
の
借
金
残
高

　　

本
市
の
平
成
22
年
度
末
の

借
金
残
高
は
、
一
般
会
計
で
約

４
１
９
億
円
、
公
共
下
水
道
な
ど

の
特
別
会
計
や
病
院
事
業
な
ど
の

企
業
会
計
（
以
下
「
特
別
会
計
等
」

と
い
い
ま
す
。）
で
は
約
４
１
０
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
計
す
る

と
約
８
２
９
億
円
と
な
り
ま
す
。

合
併
時
と
比
べ
る
と
、
一
般
会
計

で
は
49
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

特
別
会
計
で
は
81
億
円
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
（
右
下
グ
ラ
フ
）。

一
般
会
計
と
特
別
会
計
等
の
借
金
残
高

の
違
い

　　
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
会
計
の
借
金
と
特

別
会
計
等
の
借
金
は
、
そ
の
性
格
が
少
し
異

な
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。
特
別
会
計

等
の
借
金
残
高
を
、
一
般
会
計
と
同
じ
目
線

で
評
価
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
適
切
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
般
会
計
の
借
金
は
、
基
本
的
に
は
、
市

民
の
貴
重
な
税
金
で
返
済
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
他
方
、
特
別
会
計
等
は
、
水
道
使
用

料
や
下
水
道
使
用
料
な
ど
会
計
ご
と
に
特

定
の
収
入
を
主
な
財
源
と
し
て
い
る
た
め
、

基
本
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
収
入
で
の
返
済
と

な
り
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
特
別
会
計
等
は
、
特
定
の
事
業

を
行
う
た
め
一
般
会
計
と
は
経
理
を
区
別
し

て
い
る
会
計
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
中
長
期
の

事
業
計
画
に
よ
り
『
独
立
採
算
』
を
原
則
と

し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
下
水
道
事
業
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
段

階
で
は
、
一
時
的
に
借
金
残
高
が
増
加
し
ま

す
が
、
最
終
的
に
は
収
支
が
保
て
る
よ
う
設

計
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
の
借
金
残
高
だ

け
で
財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る
こ
と
は
、

必
ず
し
も
的
確
な
判
断
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
特
別
会
計
等
の
借
金
残
高
が
増

加
し
た
主
な
要
因
は
、
市
域
の
水
質
保
全
と

生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
整
備
し
て

い
る
集
落
排
水
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、

浄
化
槽
整
備
事
業
の
３
つ
の
特
別
会
計
の
借

金
が
約
63
億
円
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
こ
れ
は
、
本
市
域
が
広
大
な
た
め
、

下
水
道
整
備
に
一
定
の
期
間
を
要
す
る
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

借
金
残
高
と
財
政
の
健
全
性
の
評
価

　　
借
金
の
一
部
が
普
通
交
付
税
で
補
て
ん
さ

れ
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
団
体
の
財

政
の
大
き
さ
と
の
関
係
も
あ
る
た
め
、
地

方
自
治
体
の
借
金
残
高
の
健
全
性
に
つ
い
て

は
、
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
評
価
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
要
因
を
含
ん
で
い
る

た
め
、
国
に
お
い
て
専
門
的
な
観
点
か
ら
指

標
化
の
検
討
が
な
さ
れ
、
現
在
で
は
、「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」（
健
全
化
法
）
に
よ
り
、
地
方
自
治

体
の
全
会
計
を
対
象
に
財
政
の
健
全
性
を

指
標
（
数
値
）
化
し
、
市
民
な
ど
へ
の
公
表

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

借
金
に
関
係
す
る
指
標
と
し
て
は
、「
実

質
公
債
費
比
率
」（
国
基
準
25
・
０
㌫
未

満
）、「
将
来
負
担
比
率
」（
同
３
５
０
㌫
未

満
）
の
２
種
類
が
あ
り
、
本
市
の
平
成
22

年
度
決
算
数
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
16
・
１
㌫
、

１
２
２・７
㌫
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
適
正

と
さ
れ
る
基
準
内
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
比
率
の
推
移
は
左
表
の
と

お
り
、
年
々
改
善
し
て
い
ま
す
。

交
付
税
が
段
階
的
に
減
少
、
さ
ら
な
る

健
全
化
が
大
切
に

　　
一
方
で
、
本
市
は
平

成
27
年
度
か
ら
普
通

交
付
税
が
段
階
的
に

減
少
し
、
よ
り
厳
し
い

財
政
状
況
に
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

借
入
金
残
高
が
多

い
と
、
将
来
の
返
済
額

も
多
く
な
り
、
そ
の
結

果
、
財
政
を
圧
迫
し

必
要
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
し
も
現
状

に
安
心
し
て
い
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
、
さ
ら
な
る
健

全
化
に
向
け
た
努
力

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

次
号
で
は
、
貯
金

（
基
金
）
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（国の基準） Ｈ18 決算 Ｈ19 決算 Ｈ20 決算 Ｈ21決算 Ｈ22 決算
実質公債費比率 （25.0％未満） 17.9% 17.7% 17.3% 16.5% 16.1%
将来負担比率（350.0％未満） － 179.4% 172.5% 152.1% 122.7%

※将来負担比率は、Ｈ19決算から算出

４１９億円（一般会計）と８２９億円（総計）の評価 
（単位：億円）
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借金（市債）残高の推移
797 800 793 790 788 803 823 829

（合併時）

特別会計等

81億円増

一般会計

49億円減

下
水
道
接
続
で

       
快
適
な
暮
ら
し
を

水
質
保
全
と
生
活
環
境
向
上
へ

　
市
で
は
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
向
上
の
た
め
、「
公
共
下
水
道

事
業
」「
集
落
排
水
処
理
事
業
」「
市
設
置
型
浄
化
槽
整
備
事
業
」
の
各
事
業
に
よ
り

下
水
処
理
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
下
水
処
理
施
設
の
果
た
す
役

割
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

生
活
排
水
の
７
割
は
台
所
な
ど
の
雑
排
水

普
及
推
進
・
料
金
課

☎
６
９
‐
０
５
４
０

　
炊
事
や
洗
濯
、
入
浴
、
洗

面
、
し
尿
な
ど
、
日
常
生
活

に
伴
っ
て
家
庭
か
ら
出
る
汚

水
を
「
生
活
排
水
」
と
い
い

ま
す
。
こ
の
生
活
排
水
の
う

ち
、
し
尿
を
除
い
た
も
の
を

「
生
活
雑
排
水
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　
図
１
（
下
）
は
、
生
活
排

水
の
分
類
と
１
人
１
日
当
た

り
の
水
の
汚
れ
の
目
安
と
な

る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
負
荷
量
（
注
）
を

示
し
た
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
が
１
日
に
使
う

水
の
量
は
、
１
人
当
た
り
約

２
５
０
㍑
。
生
活
排
水
に
よ

る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
負
荷
量
は
、
１
人

１
日
平
均
43
㌘
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
約
７
割

は
生
活
雑
排
水
が

占
め
、
同
負
荷
量

は
30
㌘
。
し
尿
と

比
べ
て
２
倍
以
上

の
高
い
割
合
で
す
。

特
に
台
所
か
ら
出

る
汚
れ
が
最
も
多

く
、
全
体
の
約
４

割
、
17
㌘
で
す
。

　
普
段
、
台
所
か
ら
何
気
な

く
流
し
て
い
る
食
品
類
（
食

ど
水
を
汚
し
て
い
ま
す
。　

　
図
２
（
右
）
は
、
台
所
か

ら
食
品
類
を
そ
の
ま
ま
流
し

た
場
合
、
コ
イ
や
フ
ナ
な
ど

の
魚
が
す
め
る
水
質
（
Ｂ
Ｏ

Ｄ
が
１
㍑
当
た
り
５
㍉
㌘
以

下
）
に
戻
す
に
は
、
３
０
０

㍑
の
浴
槽
で
何
杯
の
水
が
必

要
か
を
示
し
た
も
の
で
す
。

例
え
ば
、牛
乳
１
本（
２
０
０

㍉
㍑
）
で
は
11
杯
分
、
み
そ

汁
お
わ
ん
１
杯
（
１
８
０
㍉

㍑
）
で
は
４・
７
杯
分
の
水

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

牛
乳
１
本
の
浄
化
に
浴
槽
11
杯
分
の
水

べ
残
し
、
飲
み
残
し
、
米
の

と
ぎ
汁
な
ど
）
は
、
驚
く
ほ

　
水
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の

暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
生

活
排
水
を
未
処
理
の
ま
ま
自

然
界
に
流
し
続
け
る
と
、
水

貴
重
な
水
資
源
、
水
環
境
を
守
る
下
水
道

質
や
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ

る
原
因
に
な
り
ま
す
。
私
た

ち
は
、水
の
利
用
と
同
時
に
、

使
っ
た
水
の
浄
化
も
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
は
、
し
尿
だ
け
で

な
く
、
炊
事
や
入
浴
、
洗
面

な
ど
日
常
生
活
か
ら
出
る
汚

水
を
集
め
、
処
理
場
で
浄
化

し
て
か
ら
再
び
川
や
海
に
戻

す
施
設
で
す
。

　

水
は
〝
生
命
の
源
〟。
地

球
上
に
は
、
お
よ
そ
14
億
立

法
㌔
㍍
の
水
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私

た
ち
が
水
道
水
と
し
て
利
用

で
き
る
川
や
湖
沼
の
水
は
、

地
球
上
の
水
の
わ
ず
か
０
・

０
１
㌫
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
限
ら
れ
た
水
を
繰
り
返
し

使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
も
っ
と

水
の
汚
れ
具
合
に
関
心
を
持

つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　 

訂　
正

　

本
紙
２
月
号
の
６
㌻
で
、

水
洗
化
推
進
支
援
事
業
補
助

金
の
表
中
、対
象
工
事
を「
事

業
所･

店
舗･

ア
パ
ー
ト

4

4

4

4･

貸
家

4

4

な
ど
営
業
用
の
建
物
は

対
象
外
」
と
記
載
し
て
い
ま

し
た
が
、
正
し
く
は
「
事
業

所
・
店
舗
な
ど
営
業
用
の
建

物
は
対
象
外
」
で
す
。

（
注
）
Ｂ
Ｏ
Ｄ
…
水
の
汚
れ
の
度
合
い
を
表
す
数
値
で
、
微
生

物
が
水
の
汚
れ
を
分
解
す
る
と
き
に
使
う
酸
素
の
量
の
こ
と
。

汚
れ
て
い
る
水
ほ
ど
微
生
物
は
酸
素
を
必
要
と
す
る
た
め
、

Ｂ
Ｏ
Ｄ 

の
値
は
高
く
な
り
ま
す
。
通
常
、
水
に
溶
け
て
い
る

酸
素
の
量
は
１
㍑
当
た
り
約
10
㍉
㌘
程
度
。
Ｂ
Ｏ
Ｄ
43
㌘
の

汚
れ
は
43
㌘
の
酸
素
、
つ
ま
り
約
４
３
０
０
㍑
の
水
に
溶
け

て
い
る
酸
素
を
全
部
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（参考：環境省「生活排水読本」）

食　　   品 BOD
（ℊ）

魚がすめる水質（BOD が 5㎎ /ℓ以下）にするには
浴槽（300ℓ）何杯分？

天ぷら油
使用済み（20ml） 30 20

（6,000ℓ）
牛乳
1本（200ml） 16 11

（3,300ℓ）
みそ汁
おわん1杯（180ml） 7 4.7

（1,400ℓ）
米のとぎ汁（1 回目）
（500ml） 6 4

（1,200ℓ）
中濃ソース
大さじ1杯（15ml） 2 1.3

（400ℓ）
シャンプー
1回分（4.5ml） 1 0.67

（200ℓ）
（参考：環境省「生活排水読本」）

生活排水によるBOD 負荷量の割合図 1 

食品の汚染負荷量図 2

生

活
雑
排
水
　
約
70
％
（

30 ｇ ）

洗濯など

約10%
（4ℊ）

風呂
約20%
（9ℊ）

台所
約40%
（17ℊ）

し尿
約30%
（13ℊ）生活排水

BOD
43ℊ/人 / 日

借金残高に関係する指標の推移



142012.012012.0313

園
児
の
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
で
大
盛
況

長
岡
保
育
所
で
「
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
」

　網野中学校（網野町）で1月３１日と２月
３日、「伝統文化体験学習」が開かれ、1年
生158人が華道や染色などに挑戦しました。
この取り組みは、文化活動に精通している
地域の専門家などと交流し、技や知識を学
ぶことを目的に毎年行っているもの。
　今年の体験講座は、将棋、囲碁、水墨画、
和太鼓、染色、華道、ちぎり絵、茶道、伝
統料理の9科目で、生徒はそれぞれが希望
する講座を選んで挑戦。地域住民ら14人
が講師を務め指導に当たりました。
　ちぎり絵講座には19人の生徒が参加。
講師の森

もり

則
のり

子
こ

さん（峰山町）が和紙を貼り
付ける順番や柔らかい表現の出し方などを
指南。２日間にわたり、風景や生き物のちぎ
り絵を制作しました。
　体験を終えた野

の

村
むら

琴
こと

音
ね

さんは「和紙を重
ねて色を表現するのは難しかった」、また、
久
く

保
ぼ

友
とも
子
こ
さんは「形ができるにつれて楽し

　丹後地域公民館（丹後町）で2月28日、「初心者のた
めの囲碁講座」（同館主催）が開かれ、受講生ら７人は基礎
的なルールや戦術を学びました。全5回の講座で、講師は、
囲碁歴57年の奥

おく

田
だ

博
ひろ

司
し

さん（丹後町間
たい

人
ざ

・7段格）。
　第４回目となったこの日、受講生は、奥田講師から実践的
な定
じょう
石
せき
（数手で一連の戦術となる石の配置）について講

義を受けた後、実際に対局。パチ、パチと小気味良い音を
立てながら、真剣なまなざしで対戦していました。
　数カ月前に囲碁を始めたという阪

さか

田
た

剛
つよし

さん（丹後町岩木）
は、「囲碁は、楽しみながら頭を使えるので面白い」と魅力
を話していました。

　バレンタインデーを間近に控えた2月１１
日、弥栄地域公民館（弥栄町）で「お菓子
教室～パティシエへの道～」が開かれ、地
元中学生がクッキーやチョコレートケーキの
“ショコラティーノ”作りに挑戦しました。この
教室は、料理体験によって仲間との交流を深

　久美浜一区の街並みを手作りのひな人形で飾る「久美
浜雛
ひな
祭
まつり

」が、豪商稲葉本家（久美浜町土
ど

居
い

）周辺で２月
23日から始まりました。住民たちの手作りの「竹

たけ
雛
びな
」が、

商店や民家約 50 軒の玄関先などに並べられ、街並みを
華やかに飾っています。４月８日まで開催されます。
　竹雛は、山から切り出した竹筒の中に、和紙で作った小
さな男雛と女雛を並べたひな飾り。久美浜一区まちづくり
協議会（友

とも

松
まつ

祐
ゆう

也
や

会長）が主体となり、２月上旬から各
地区単位で製作に取り組んできたものです。
　

　「口大野保育所（大宮町）は２月16日、
地元の「口大野ふれあいサロン」と「口大野
にこにこサロン」の利用者を招いた交流会を
開きました。園児48人が、利用者たちと楽
しいひとときを過ごしました。
　地域の幼児からお年寄りまでが一緒に集
う世代間交流の催しで、多くの来所者を前
に園児たちは大はしゃぎ。歌や遊戯、竹馬な
どを元気いっぱいに披露しました。
　「パラバルーン」を使った遊びには、お年
寄りたちも参加。大きなパラシュート状のカ
ラフルな布地を遊戯室いっぱいに広げて、頭上高く上げた
り膨らませたりしながら、一緒に歓声を上げて楽しみました。
　最後に園児たちは、参加者たちに肩たたきをプレゼント。
「おばあちゃんの抱っこのごほうびがすごくうれしかった」と
口 に々話していました。

　長岡保育所（峰山町）で2月１７日、「お
店やさんごっこ」が開かれ、園児 41人がお
買い物を楽しみました。商品を売り買いする
体験やモノづくりの大切さを子どもたちに伝
えることを目的に催されたもので、園児にとっ
ては初めての体験。
　この日、保育所の遊戯室に設置された
「ショッピングセンター長岡」には、おもちゃ屋、
弁当屋、宝石屋など８店がオープン。商品や
お金は、家庭や保育所の不用品を使った園
児たちの手作りで、1カ月前から作り始めたも
の。店頭には、牛乳パックで作った車、包装
紙で作ったアイスクリーム、モールとボタンで
作った指輪など20種 200点が並びました。
　午前10時の開店と同時に「いらっしゃい
ませ」「これください」「ありがとう」のかわい
い声が飛び交い、売り切れ商品が続出する
など、大盛況となりました。
　河

かわ

本
もと

彩
あや

花
か

ちゃん（５）は「かばんやお面を
▲佐野講師（左から２人目）の指導のもと、ケーキ
の生地を練る中学生たち

めることや、手作りの楽しさを知ってもらうことなどを目的に、
弥栄町青少年をそだてる会（森

もり

重
しげ

俊
とし

会長・34人）が初め
て企画したものです。
　生徒など14人は、ホームベーキングスクール講師・佐

さ

野
の

由
ゆ

紀
き

子
こ

さん（大宮町周
す
枳
き
）からアド

バイスを受けながら、生地から自作
のチョコレート飾りのトッピングまで
手作業でこなしました。
　「将来、パティシエ（菓子職人）
になりたい」という大

おお

江
え

真
ま

由
ゆ

さん（弥
栄中1年）は、「最初から最後まで
手作りで楽しくできた。思ったより
も簡単にできたので、家でも作って
みたい」と話していました。

▼講師の森則子さんにアドバイスを受ける生徒（ちぎり絵体験）

▼たくさんのイチゴで彩られ
た大江さんのショコラティーノ

く制作できた」と話していました。

◀
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
を
使
っ
て
遊
ぶ
お
年
寄
り
や
園
児

▲来館者の目を楽しませているかわいらしい「竹雛」（豪商稲葉本家で）

▼手作りのおもちゃを買う園児でにぎわう

買いました。いろんな物があったので、どれを買うか迷いま
した」と話していました。

◀
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
碁
を
打
つ

参
加
者
（
左
・
阪
田
さ
ん
）

網
野
中
１
年
生
が
伝
統
文
化
を
学
ぶ

ち
ぎ
り
絵
体
験
「
和
紙
で
色
表
現
、
難
し
い
」

バ
レ
ン
タ
イ
ン
で
手
作
り
チ
ョ
コ
ケ
ー
キ

弥
栄
地
域
公
民
館
で
お
菓
子
教
室
開
催

口
大
野
保
育
所
で
世
代
間
交
流

「
抱
っ
こ
の
ご
ほ
う
び
、
う
れ
し
か
っ
た
」

4 月8日まで 久美浜一区でひな祭り
街並み飾る住民手作りの竹

たけ
雛
びな

初心者対象に囲碁講座開催
パチ、パチと小気味良い音響く

2月23日から
久 美 浜 町

2月16日
大 宮 町

1月31日
・2月3日
網 野 町

2月17日
峰 山 町

2月11日
弥 栄 町

2月28日
丹 後 町
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健康づくり推進員と一緒に、あなたも健康づくりを

  

  　

　

京
都
「
丹
後
・
食
の
王
国
」
事
業
で
は
、
丹
後
の
良
質
な
〝
食
〟
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。「
丹
後
と
い
え
ば
、

美お

味い

し
い
も
の
を
食
べ
に
行
く
と
こ
ろ
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
て
、

多
く
の
方
々
に
丹
後
を
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

　市では、「京丹後市健康増進計画」に基づいた“みんなで進めるこころとからだの
健康づくり”を推進するために、平成 21年度から「健康づくり推進員」を設置してい
ます。今回は、推進員の役割や主な活動を紹介します。皆さんの近くにも推進員がい
ます。推進員と一緒に、皆さんも健康づくりに取り組みましょう。

ば
ら
ず
し
を
「
丹
後
あ
じ
わ
い
食
」
に

市民と行政のパイプ役
　健康づくり推進員は、健康づくりのリーダーとして、
検診の声掛けや、健康づくり学習会などに参加し、地域
の人の健康を支えるための活動をしています。健康に関
する地域の要望を市に提言するな
ど、地域と行政をつなぐパイプと
しての役割も担っています。
　推進員は、おおむね100 世帯に
１人の割合で各地区から推薦され、
市長が委嘱します。任期は 2 年で、
現在 230 人の方が推進員として活
動しています。

体力測定や街頭啓発も
　推進員の活動は、主に３つあります。
①健康づくりに必要な知識を研修会で習得
　推進員は、年に３回程度、推進員全員を対象とした全体
研修やブロック別（各町ごとなど）研修を受講しています。
講義「笑って得する！地域で広める健康づくりのお話」「地域
を元気にする秘

ひ

訣
けつ

」などで知識を習得するほか、「体力測定
と身に付けたい運動習慣の実技指導」などで実際に体を動
かす実践研修も行っています。
②情報提供や検診の声掛け
　推進員は、研修で得た知識を地域の人に伝えます。決まっ
た伝達方法はありませんが、地区が主催する子育てサロン
や高齢者向けのサロン、寄り合いなどの際に健康づくりに関

する情報を提供しています。また、市内で開催されるイベン
トの会場やショッピングセンターなどで、総合検診などの受
診の呼び掛けを行っています。
　また、市が総合検診の通知を市内全世帯に発送する２月
中旬から3 月中旬に合わせて、各地域で検診の勧奨を行い
ます。
③健康教室や体力測定も
　推進員は、各地区で健康教室や体力測定などを行ってい
ます。推進員が主催する健康教室では、インストラクターに
よる運動指導や、体力測
定に関して研修を受けた
推進員が、握力や脚力な
どの測定を行っています。

サロンや健康教室を利用して、健康に
　健康に関する知識を持っていても、独りで健康づくりに
励むのはなかなか難しいものです。各地区や健康づくり推
進員が開くサロンや健康教室などを利用して、あなたも健
康づくりに取り組んでみてください。

地区 人数
峰山町 47人
大宮町 27人
網野町 45人
丹後町 22人
弥栄町 17人
久美浜町 72人
合計 230人
（平成 23 年12月現在）

「楽しみながらしましょう」と赤ちゃん体操のデ
モンストレーションを見せる今西推進員（前方右）

　私は、仕事や家庭での空き時間に、
できる範囲で研修を受講し、健康教室、
検診の声掛けなどを行っています。
　昨年10 月 28 日、河

こう
辺
べ

区（大宮町）で、
同区の推進員３人と一緒に、子どもや赤
ちゃんを対象とした簡単な体操を行い、
併せてお母さんへの子宮がん検診の受
診を勧めるサロンを開きました。
　以前保育所で働いていたこともあり、
私自身も楽しく参加できました。また、
とてもやりがいを感じました。

　健康づくりで大切なのは、心も健康で
あること。楽しみながら行うのが大切で
すね。これからも、市民の方の健康に少
しでも協力していけたらと思っています。

健康づくり推進員

今
い ま

西
に し

 久
ひ さ

野
の

さん
（大宮町河辺区担当）

▲昨年12月2日、久美浜町神野区
で開かれた健康教室
◀昨年11月16日、峰山町長岡区の
健康教室では、片足立ちによる脚力
とバランス測定を実施

観
光
案
内
所
に
「
ば
ら
ず
し
マ
ッ
プ
」

『丹後あじわい食』の定義
・古今、カテゴリーを問わない
・丹後の人がお薦めする「丹後ならでは」の食
・丹後の歴史、文化、食材、技術を生かす
・食材や食の情報（ストーリー）を伝える
・「丹後あじわい食」の冠をつけて発信する

あじわいの郷で
第 3 回マルシェ開催         

■日時
　3 月 18 日（日）
　10：00 ～15：30
■場所
　丹後あじわいの郷（弥栄町）
■テーマ
　丹後の魚 de マルシェ
■内容
　魚に関わるさまざまなコー
ナーを計画中。マグロの解体
ショーのほか、丹後ばらずし
の販売やばらずしマップの配
布も行います。

　　
京
都
「
丹
後・食
の
王
国
」
事
業
で
は
、

丹
後
ら
し
い
特
色
の
あ
る
食
べ
物
を
「
丹

後
あ
じ
わ
い
食
」と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
丹
後
の
代
表
的
な
郷
土
食
で

あ
る〝
ば
ら
ず
し
”を「
丹
後
あ
じ
わ
い
食
」

の
一
つ
と
し
て
、「
ば
ら
ず
し
で
丹
後
を

つ
な
ぐ
会
」
を
設
立（
構
成
員・24
会
員
）。

３
月
18
日
～
４
月
15
日
を
「
春
の
丹
後
ば

ら
ず
し
月
間
」
と
し
て
丹
後
ば
ら
ず
し
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

　　
同
会
で
は
、
春
の
丹
後
ば
ら
ず
し
月
間

の
取
り
組
み
と
し
て
、「
丹
後
ば
ら
ず
し

マ
ッ
プ
」
を
作
製
し
ま
し
た
。
マ
ッ
プ
で

は
、
京
丹
後
市
な
ど
丹
後
２
市
１
町
で
丹

後
ば
ら
ず
し
を
提
供
す
る
25
の
お
店
を
紹

介
。
各
店
が
提
供
す
る
丹
後
ば
ら
ず
し
の

特
徴
に
加
え
て
、
お
得

な
サ
ー
ビ
ス
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
マ
ッ
プ
は
、

Ｋ
Ｔ
Ｒ
各
駅
な
ど
に
置

き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
丹
後
ば

ら
ず
し
を
食
べ
比
べ
、

お
い
し
さ
を
再
発
見
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

ば
ら
ず
し
月
間
で
美
味
し
さ
を
再
発
見
。

京
都
「
丹
後
・
食
の
王
国
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

健康づくりは
楽しみながら

健康推進課（☎69-0350）
■マップ設置場所

■丹後ばらずし提供店

「春の丹後ばらずし月間」開催
マップを手に入れ、「丹後ばらずし」を食べに行こう

3/18（日）～4/15（日）

市内の観光案内所、丹後ばらずし提供店、
京丹後市内の道の駅、ＫＴＲ各駅など

◇「丹後ばらずし」のペナ
   ントが目印です（写真）。
◇おいしく、喜んでいた
   だける丹後ばらずし
   を提供しています。
◇お店では、丹後ばらずしにまつわる歴史   
   やこぼれ話も聞けます。
◇マップを持参した方には、お得なサービ
   スがあります。

  丹後あじわい食を進める会事務局
　  （丹後広域振興局地域づくり推進室内）　☎６２－４３１６

市内２３０人



　
京
丹
後
史
博
士

　
認

足あ

達だ
ち 

育や
す

弘ひ
ろ

さ
ん　

 （
大
宮
町
口
大
野
）

　
認

尾お

江え 

敏と
し

孝た
か

さ
ん       （
網
野
町
小
浜
）

　
認

河か
わ

村む
ら 

安や
す
英ひ

で
さ
ん　
　

 （
弥
栄
町
溝
谷
）

　
認

渋し
ぶ

谷や 

博ひ
ろ
し

さ
ん　
　
　

  （
久
美
浜
町
関
）

　
認

中な
か

江え 

忠た
だ

宏ひ
ろ

さ
ん　
　

 （
丹
後
町
間
人
）

　
認

平ひ
ら

井い

す
み
子
さ
ん （
大
宮
町
善
王
寺
）

　
認

松ま
つ

村む
ら  

英ひ
で

機き

さ
ん　

   （
弥
栄
町
黒
部
）

　
京
丹
後
史
講
師

　
認

安や
す

田だ

惠
三
郎
さ
ん  （
大
宮
町
奥
大
野
）

　
京
丹
後
史
修
士

　
認

中な
か

江え 

常つ
ね

二じ

さ
ん　
　

 （
丹
後
町
間
人
）

　
京
丹
後
史
学
士

　
認

新あ
ら

居い 

克か
つ

己み

さ
ん　
　

 （
網
野
町
網
野
）

　
認

阪さ
か

田た 

剛つ
よ
し

さ
ん           （
網
野
町
網
野
）

　
認

竹た
け

野の

内う
ち

厚あ
つ

子こ

さ
ん  （
久
美
浜
町
浦
明
）

　
認

平ひ
ら

井い 

直な
お

之ゆ
き

さ
ん        （
峰
山
町
杉
谷
）

　
認

森も
り　

四し

郎ろ
う

さ
ん　
　

 

（
網
野
町
網
野
）

　

京
阪
神
久
美
浜
会
（
奥
田
貞
人
代
表
理

事
・
１
０
７
人
）
は
、
今
年
で
発
足
10
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
私
は
事
務
局
を
担
当

し
、
こ
の
間
、
現
役
世
代
か
ら
無
職
世
代

に
な
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
郷
里
を
見
つ
め

る
中
で
、
大
き
な
変

化
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

当
会
で
は
、
年
に

１
回
、
京
都
府
と
京
丹
後
市
、
久
美
浜
高

等
学
校
、
同
窓
会
か
ら
来
賓
を
迎
え
〝
久

美
浜
の
た
め
に
何
か

で
き
る
こ
と
〟
を
共

通
認
識
と
し
て
、
会

員
相
互
の
懇
親
を

年
々
深
め
て
き
ま
し

た
。

　

駅
前
通
り
や
メ
イ

ン
通
り
の
シ
ャ
ッ
タ

ー
商
店
街
の
状
況
や

小
中
学
校
の
統
廃
合

が
目
の
前
に
き
て
い

る
状
況
な
ど
を
見
聞

き
し
て
、
こ
れ
か
ら

は
、
ハ
ー
ド
面
よ
り
、
人
材
、
財
源
、
ノ

ウ
ハ
ウ
へ
の
投
資
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感

し
て
い
ま
す
。
国
や
府
、
市
、
町
が
一
体

と
な
っ
て
、
日
本
海
側
の
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
念
願
し
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
よ
り
都
市
部
ま
で
の
距
離

と
時
間
は
近
く
な
り
ま
し
た
が
、
郷
里
の

衰
退
を
見
る
に
つ
け
、
出
か
け
る
頻
度
が

少
な
く
な
り
、
逆
に
遠
ざ
か
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
―
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　

他
方
で
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
の
高
齢

者
へ
の
割
引
特
典
や
駅
周
辺
の
「
花
の
鉄

道
」
計
画
、
丹
海
バ
ス
や
市
営
バ
ス
の
運

賃
を
一
律
２
０
０
円
に

し
て
乗
降
客
の
増
加
を

図
る
取
り
組
み
も
聞
い

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
若
年
層
が
地
域
に
定
着
し
な

い
こ
と
が
、
非
常
に
残
念
で
あ
る
と
同
時

に
課
題
だ
と
考
え
ま
す
。
京
丹
後
市
在
住

の
同
窓
生
と
京
阪
神
を
は
じ
め
、
他
府
県

に
居
住
し
て
い
る
同
窓
生
の
50
周
年
記
念

同
窓
会
を
京
都
市
内
で
近
く
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
郷
里
へ
の
想
い
は
、

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
機
会
に
一
層
強

く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
京
丹
後
市
ふ
る
さ
と
応
援
大

使
に
委
嘱
さ
れ
な
が
ら
、
何
の
お
役
に
も

立
て
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
同
窓
会
開
催
を

機
会
に
も
っ
と
京
丹
後
市
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

と
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

▼
「
冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
」
あ
あ
雪
は

い
や
だ
。　
　
　
　
【
峰
山
町
・
80
代
・
男
性
】

▼
今
年
は
雪
が
た
く
さ
ん
降
っ
て
大
変
で
し

た
。
そ
ん
な
と
き
、先
月
号
で
冬
の
ス
ト
レ
ッ

チ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
見
ま
し
た
。
運
動
不
足

の
冬
、
写
真
を
見
な
が
ら
や
り
ま
し
た
。
楽

し
い
と
き
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
【
久
美
浜
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
春
は
名
の
み
の
風
の
寒
さ
や
＝
早
春
賦ふ

か

ら
。
立
春
が
過
ぎ
て
も
毎
日
寒
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
。
今
年
は
特
に
大
雪
で
毎
日
雪

か
き
が
大
変
で
す
。〝
三さ

ん

八ぱ
ち

豪
雪
〟
の
と
き
、

家
の
２
階
か
ら
出
入
り
し
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
今
年
ほ
ど
春
が
待
ち
遠
し
い
年

は
な
い
で
す
ね
！　
【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
４
月
22
日
は
市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙

で
す
。
市
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
る
方
に
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
大
宮
町
・
20
代
・
男
性
】

▼
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
〝
今
〟

が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
網
野
町
・
70
代
・
男
性
】

▼
市
役
所
の
職
員
の
人
事
異
動
は
全
職
員
の
名

前
を
掲
載
し
て
ほ
し
い
。
合
併
し
て
か
ら
、

分
か
り
ま
せ
ん
。
町
役
場
の
と
き
は
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。　
　
【
峰
山
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
２
月
号
の
「
市
役
所
職
員
の
給
与
状
況
」
で
、

市
の
職
員
数
が
だ
い
ぶ
減
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
多
い
な

と
思
い
ま
す
が
…
。
で
も
、
分
か
り
や
す
く

紹
介
さ
れ
て
い
て
良
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
峰
山
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
京
丹
後
市
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
を
教
え
て
く
れ

る
よ
う
な
記
事
が
見
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
久
美
浜
町
・
50
代
・
男
性
】

▼
広
報
紙
の
表
紙
「
今
月
の
笑
顔
」
は
、
若

い
方
々
の
写
真
が
と
て
も
い
い
で
す
。
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
読
む
の
も
楽
し
み
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
場
所
で
働
く
男
性
も
紹
介
さ
れ
た
ら

も
っ
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
ポ
ン
ポ
ン
と
手
を
た
た
い
た
り
、「
お
～
い
」

と
呼
ん
だ
り
す
る
と
、
そ
ば
ま
で
や
っ
て
く

る
白
鳥
。
と
て
も
か
わ
い
い
で
す
よ
。
網
野

町
小
浜
の
離
れ
湖
。
心
癒
や
さ
れ
る
、
お
す

す
め
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
２
月
号
の
「
図
書
館
だ
よ
り
」
の
〝
絵
本
の

福
袋
〟。
何
だ
か
と
て
も
楽
し
そ
う
な
企
画

で
す
ね
。
ゲ
ー
ム
ば
か
り
で
遊
ば
な
い
で
、

本
の
好
き
な
子
ど
も
が
増
え
る
と
い
い
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
峰
山
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
幼
児
か
ら
サ
ッ
カ
ー
、
ま
た
小
学
生
か
ら
駅

伝
、
先
日
、
京
都
の
大
文
字
駅
伝
を
テ
レ
ビ

で
観
戦
し
感
動
し
ま
し
た
。
未
来
を
担
う
子

供
た
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
し
て
大
活
躍
し

て
く
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
大
宮
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
２
月
号
の
「
ま
ち
の
わ
だ
い
」
の
、
親
子
で

手
作
り
カ
ー
リ
ン
グ
。
絆
は
大
切
で
す
ね
。

広
報
で
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
峰
山
町
・
30
代
・
女
性
】

▼
（
２
月
号
ま
ち
の
わ
だ
い
）
ゲ
ー
ム
ブ
ー
ム

で
時
間
を
決
め
ら
れ
て
ゲ
ー
ム
す
る
子
ど
も

た
ち
。
今
年
は
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
決
め
た

い
と
言
っ
て
い
る
園
児
た
ち
。
目
標
を
も
っ

て
頑
張
る
子
ど
も
た
ち
。
達
成
す
れ
ば
、
ま

た
次
の
目
標
へ
と
考
え
る
で
し
ょ
う
。
本
当

に
た
く
ま
し
く
元
気
で
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
子

ど
も
た
ち
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
【
久
美
浜
町
・
60
代
・
女
性
】

認

◀昨年１０月に行われた京阪神久美
浜会の総会（京都市内のホテルで）

▼
２
月
号
の
「
認
知
症
高
齢
者
を
地
域 

で
支
え
る
」
で
、
私
の
母
は
、
認
知

症
が
あ
る
の
で
介
護
が
大
変
で
す
。

で
も
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
な
ど
で
助
け
て
い
た
だ
き
頑
張
っ

て
い
ま
す
。　
【
大
宮
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
認
知
症
で
徘は

い

徊か
い

を
す
る
人
が
い
た
ら

地
域
住
民
の
声
掛
け
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。　
　
【
峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
し
て
い

ま
す
。
養
成
講
座
で
楽
し
く
基
礎
知

識
を
学
び
ま
し
た
。
誰
で
も
か
か
る

可
能
性
の
あ
る
認
知
症
に
対
す
る
理

解
と
気
配
り
に
留
意
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
【
丹
後
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
峰
山
町
長
岡
に
早
く
下
水
道
が
使
え

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
【
峰
山
町
・
年
齢
不
詳
・
女
性
】

▼
広
報
紙
を
見
る
た
び
、
あ
ら
た
め
て

丹
後
の
良
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
「
丹
後
の
え
え
と
こ
」
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
誇
り
に
思
っ

て
い
ま
す
。　
【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
広
報
紙
は
カ
ラ
ー
印
刷
に
賛
成
で
す
。

せ
っ
か
く
広
報
紙
が
配
ら
れ
て
も
、

読
ん
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
値
打
ち
が

あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
多
く
の
人

の
目
に
と
ま
る
よ
う
カ
ラ
ー
印
刷
の

方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

み
ん
な
の

ご
意
見
箱
か
ら

声

峰
山
駅
の
階
段
を
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に

　
病
院
通
い
の
た
め
峰
山
駅
を
２
カ
月

間
利
用
し
ま
し
た
。
高
齢
の
た
め
、
階

段
の
上
り
下
り
に
大
変
困
り
ま
し
た
。

宮
津
駅
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

工
事
を
し
て
い
ま
す
。
峰
山
駅
も
改
善

で
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
【
市
内
・
年
齢
・
性
別
・
不
明
】

　　

　

峰
山
駅
で
は
、
階
段
の
上
り
下
り
に

支
障
の
あ
る
方
が
、
階
段
を
使
わ
ず
に

直
接
ホ
ー
ム
に
出
入
り
で
き
る
よ
う
、

西
口
（
正
面
側
）
１
階
に
は
自
動
ド
ア

を
、
東
口
に
は
線
路
を
ま
た
ぐ
ス
ロ
ー

プ
を
設
置
（
平
成
23
年
３
月
完
成
）
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

西
口
の
自
動
ド
ア
は
常
時
利
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
東
口
の
ス
ロ
ー
プ
は
、
峰

山
駅
の
職
員
が
ス
ロ
ー
プ
出
入
口
の
開

閉
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ス
ロ
ー

プ
の
ご
利
用
は
、窓
口
営
業
時
間
内
（
６

時
10
分
～
17
時
40
分
）
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
事
前
に
峰
山
駅
（
☎
６
２-

０
２
２
３
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
電
動
車
い
す
を
ご
使
用
の
方
は
、

車
い
す
を
車
内
に
持
ち
込
む
の
に
人
手

が
要
り
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

峰
山
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

は
、
工
事
や
維
持
管
理
に
多
く
の
お
金

が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
計
画
し
て
い
ま
せ
ん
。
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　

  

【
企
画
政
策
課
】

１
階
に
自
動
ド
ア
や
線
路
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
い
ま
す

2012.0317 162012.03

藤
ふじ

原
わら

　俊
とし

文
ふみ

 さん（68）

京都市西京区在住
久美浜町佐野出身
京阪神久美浜会事務局
京丹後ふるさと応援大使

「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
」
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
故
郷
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

（
網
野
町
掛か
け

津づ

）

 

谷た
に

口ぐ
ち 

能よ
し

啓ひ
ろ 

さ
ん（
33
）

京の若手職人
「京もの認定工芸士」

　瑕
か

疵
し

が目立ちやすい無地ちりめんの
製織において、その製造工程全般の作
業を習得。伝統産業に従事する優れた
技術を有する若手職人として認定。

【丹後ちりめん】

「
明
日
の
丹
後
～
ふ
る
さ
と
へ
の
提
言
～
」

　〈
丹
後
広
域
振
興
局
長
賞
〉

　

改か
い

田だ 

佑ゆ
う

実み

さ
ん　
　

  　
　
　
　
　
（
大
宮
中
）

　〈
優
秀
賞
〉

　

館た
て

脇わ
き 
成な

る

美み

さ
ん　
　
　
　
　
　
　

  （
大
宮
中
）

　

小こ

牧ま
き 

豊と
よ

和か
ず

君                          （
大
宮
中
）

　

吉よ
し

岡お
か 

和わ

香か

菜な

さ
ん　
　
　
　
　
　

 （
網
野
中
）

　

畑は
た

中な
か 

志し

保ほ

さ
ん                          （
橘
中
）

　

二ふ
た

瀬せ 

麻あ
さ

実み

さ
ん                    （
久
美
浜
中
）

　

藤ふ
じ

村む
ら 

優ゆ
う

君                           　
（
高
龍
中
）

「
こ
こ
が
大
好
き　
ふ
る
さ
と
丹
後
」
作
文

　〈
優
秀
賞
〉

　

松ま
つ

井い 

香か

耶や

さ
ん                       （
丹
波
小
）

　

眞ま

柴し
ば 

紀こ
と

乃の

さ
ん                    （
網
野
南
小
）

　

大お
お

江え 

舞ま
い

さ
ん                           （
豊
栄
小
）

　

木き

本も
と 

真ま

央お

さ
ん                       （
豊
栄
小
）

　

松ま
つ

川か
わ 

尚な
お

生き

君                          （
田
村
小
）

　

的ま
と

井い 

寿じ
ゅ

里り

亜あ

さ
ん                      （
湊
小
）

　

丹
後
の
魅
力
な
ど
を
作
文
や
提
言
で
表
現
す

る
「
丹
後
ふ
る
さ
と
夢
・
未
来
」
デ
ザ
イ
ン
事
業

（
府
丹
後
教
育
局
主
催
）
の
優
秀
作
品
が
決
ま
り

ま
し
た
。
丹
後
２
市
２
町
の
小
中
学
生
を
対
象
に

募
集
。
計
１
２
７
０
点
の
応
募
が
あ
り
、
市
内
か

ら
13
人
の
児
童
生
徒
が
、次
の
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
18
年
か
ら
23
年
ま
で
、

「
京
丹
後
史
博
士
」
育
成
講
座
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
５
年
間
の
受
講
数
の
合
計

に
応
じ
て
「
京
丹
後
史
博
士
」
な
ど
を
認

定
。
次
の
14
人
の
方
に
認
定
証
を
授
与
し

ま
し
た
。

「丹後ふるさと夢・未来」デザイン事業　表彰
作文（小学校５年生対象）・提言（中学校３年生対象）

消防団等地域活動表彰
（総務省消防庁長官表彰）

　消防団活
動へ特に深
い理解や協
力を示すこと
により、地域
防災力の向
上に寄与して
いる事業所
に授与されま
す。本年度は、全国で13 事業所が受
賞し、本市内では㈱マルキ建設が受賞
しました。（マルキ建設事務所＝写真）

㈱マルキ建設　（大宮町周
す

枳
き

）

代表取締役社長　堀
ほり

 紀
とし

博
ひろ

 さん

「京丹後史博士」「京丹後史講師」
「京丹後史修士」「京丹後史学士」認 定

◀京丹後史博士などの認
定を受けた皆さん（前列）

若
者
の
定
住
が
課
題



　

２
月
12
日
、
第
34
回
京

都
府
民
総
体
市
町
村
対
抗

駅
伝
が
福
知
山
市
の
三
段

池
公
園
を
発
着
す
る
男
女

混
合
８
区
間
36
・
３
０
９
㌔

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
町
村
対
抗
競
技
の
部
は

21
チ
ー
ム
、
市
町
村
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
部
は
18
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

雪
が
ち
ら
つ
く
中
、
京

丹
後
市
の
選
手
た
ち
は
懸

命
に
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、

対
抗
競
技
の
部
で
は
12
位
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
部
で
は
５

位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

京
丹
後
市
最
大
の
ス
キ
ー

イ
ベ
ン
ト
「
第
26
回
丹
後
ス

キ
ー
大
会
」（
市
ス
キ
ー
協

会
主
催
）
が
２
月
12
日
、
ス

イ
ス
村
ス
キ
ー
場
（
弥
栄
町
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

府
内
外
か
ら
、
70
人
の
選

手
が
参
加
。
男
女
、
年
齢
別

に
よ
る
８
部
門
で
大
回
転
競

技
（
４
０
０
㍍
）
が
行
わ
れ
、

２
回
滑
走
の
合
計
タ
イ
ム
を

競
い
ま
し
た
。  　
　

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

各
部
門
の
１
位
（
敬
称
略
）

【
男
子
】

 

▼
小
学
生
低
学
年
の
部  

髙

屋
量
太
（
網
野
町
・

島
津
小
３
） 

▼
小
学
生
高
学

年
の
部   

細
野
大
志
（
宮
津

市
・
宮
津
小
５
年
）
▼
中
学

生
の
部  

安
井
光
太
朗
（
久

美
浜
町
・
久
美
浜
中
１
年
）

▼
30
歳
以
上
の
部  

和
田
庄

司
（
峰
山
町
） 

▼
45
歳
以
上

の
部  

長
田
新
一
（
丹
後
町
）

【
女
子
】

▼
小
学
生
低
学
年
の
部  

松

尾
季
歩
（
大
阪
市
・
大
淀
小

２
年
） 

▼
小
学
生
高
学
年
の

部  

髙
屋
あ
か
り
（
網
野
町
・

三
津
小
６
年
） 

▼
中
学
生
以

上
の
部   

岡
田
凪
沙
（
網
野

町
・
網
野
中
３
年
）

　

２
月
25
、
26
の
両
日
、「
か
に

か
に
フ
ッ
ト
サ
ル
か
～
に
バ
ル
」

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
網

野
体
育
セ
ン
タ
ー
（
網
野
町
）

で
行
わ
れ
、
市
内
や
京
阪
神
か

ら
18
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
さ
わ

や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

フ
ッ
ト
サ
ル
を
通
し
て
、
丹

後
で
お
い
し
い
松
葉
ガ
ニ
（
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
）
を
満
喫
し
て
も
ら

お
う
と
平
成
18
年
３
月
か
ら
始

め
、
今
年
で
７
回
目
。
京
都
パ
ー

プ
ル
サ
ン
ガ
の
ア
カ
デ
ミ
ー

チ
ー
ム
や
国
際
大
会
出
場
経
験

者
も
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
男
子
】

優　
勝  

Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｎ

準
優
勝  

47
か
～
に
バ
ル

３　
位  

Ｆ
Ｃ
シ
ル
バ
ー

【
女
子
】

優　
勝  

な
で
し
こ
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ

準
優
勝  

Ｉ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
（
ア
イ
ニ
テ
ィ
）

３　
位  

の
だ
じ
ょ

　

市
町
村
対
抗
駅
伝
2/12

◀▲たくみにボールをコント
ロールする選手

➊
７
区
走
者
か
ら
ア
ン
カ
ー
ヘ
た
す
き
を
つ
な
ぐ
京
丹

後
市
Ａ
チ
ー
ム
➋
市
町
村
対
抗
競
技
の
部
に
出
場
し

た
京
丹
後
市
Ａ
チ
ー
ム
➌
市
町
村
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
部
に

出
場
し
た
京
丹
後
市
Ｂ
チ
ー
ム

➊
ス
イ
ス
村
ゲ
レ
ン
デ
に
集
ま
っ
た
70
人
の
挑
戦
者

➋
➌
大
回
転
競
技
に
挑
み
、
ゲ
レ
ン
デ
を
滑
走
す
る
選
手

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
弥
栄
病
院
で
赤
ち
ゃ
ん
誕

生
の
瞬
間
を
喜
ぶ
ご
家
族
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。
ご

応
募
い
た
だ
い
た
全
て
の
か
た
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
秘
書
広
報
広

聴
課
「
生
命
の
絆
」
係
ま
で 

 
☎
６
９-

０
１
１
０

さと
がえ
り

谷口 明
めい

咲
さ

ちゃん（女の子）
1月生まれ・2,844グラム
母：有

あり

左
さ

さん　父：雅
まさ

美
み

さん

（大宮町三坂）

田中 琉
る

嘉
か

ちゃん（男の子）
１月生まれ・3,214グラム
母：詠

えい

子
こ

さん　父：和
かず

之
ゆき

さん

（大宮町口大野）

田中 希
のぞ

実
み

ちゃん（女の子）
1月生まれ・3,124グラム
母：絵

え

美
み

さん　父：仁
ひと

士
し

さん

（兵庫県三田市／実家：峰山町矢田）

さと
がえ
り

　
市
役
所
な
ど
公
的
機
関
の
職
員
を
名
乗

り
、
現
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
“
振

り
込
め
詐
欺
”
に
よ
る
被
害
や
、
振
り
込
め

詐
欺
目
的
と
思
わ
れ
る
不
審
電
話
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、少
し
で
も「
お

か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
、
一
人
で
判
断
せ
ず

に
、
警
察
や
家
族
、
周
囲
の
人
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

防
犯
対
策

◎
不
審
電
話
は
い
っ
た
ん
切
り
、
一
人
で

判
断
せ
ず
警
察
や
家
族
に
相
談

◎
在
宅
中
も
留
守
番
電
話
に
す
る
こ
と
が

効
果
的

◎
ご
近
所
や
ご
両
親
、
高
齢
者
の
方
に
被

害
防
止
の
呼
び
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す

【
市
民
協
働
課
☎
６
９
‐
０
２
４
０
】

振
り
込
め
詐
欺

だ
ま
さ
れ
な
い
で
！

○
○
市
役
所
で
す
。
医
療
費
の

還
付
が
あ
り
ま
す
。
○
○
銀
行

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
…

行政機関職員が還付金を支払う
場合に、直接電話で連絡し、Ａ
ＴＭ機の操作を指示することは
ありません。

菅沼 音
ね

寧
ね

ちゃん（女の子）
１月生まれ・2,766グラム
母：静

しず

香
か

さん　父：篤
あつ

志
し

さん

（神奈川県相模原市／実家：網野町下岡）

182012.032012.0319

2

1

3

2
3

大回転に７０人が挑戦大回転に７０人が挑戦

ス
イ
ス
村
で
丹
後
ス
キ
ー
大
会

京
丹
後
市
健
闘
12
位

有名選手も交えて交流

か
に
か
に
フ
ッ
ト
サ
ル
か
〜
に
バ
ル  

２
月
25・26
日

フ
ッ
ト
サ
ル
で
18
チ
ー
ム
が
熱
戦

２
月
12
日

1



 京
きょう

丹
たん

後
ご

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

事
じ

務
む

局
きょく

（企
き

画
かく

政
せい

策
さく

課
か

内
ない

☎ 69-0120）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

71（
網
野
町
浜
詰
）

浜は
ま

詰づ
め

遺
跡　

中
学
生
が
見
つ
け
た

　
　
　
　

縄
文
時
代
の
遺
跡

　
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
エ
リ
ア

内
に
は
網
野
町
の
木
津
温
泉
を
は
じ

め
、
城
崎
温
泉
（
兵
庫
県
）、
湯
村

温
泉
（
同
）、
岩
井
温
泉
（
鳥
取
県
）

な
ど
、数
多
く
の
温
泉
が
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
の
体
と
心
を

癒
や
し
て
く
れ
る
温
泉
の
お
湯
は
ど

こ
で
温
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
山
陰
地
方
に
は
、
郷
村
断
層
（
網

野
町
）
の
よ
う

な
大
地
の
割
れ

目
（
断
層
）
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
断

層
は
地
下
深
く
に
ま
で
続
い
て
お

り
、
そ
こ
が
地
下
水
の
通
り
道
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
山
陰
地
方
の
大
地
は
、
白は

く

亜あ

紀き

末
（
約
六
千
万
年
前
）
に
マ
グ

マ
が
ゆ
っ
く
り
冷
え
固
ま
っ
た
岩
石

が
基
盤
と
な
り
、
日
本
海
の
形
成
に

伴
う
火
山
活

動
で
で
き
た

岩
石
も
分
布

し
て
い
ま
す
。

　
山
陰
地
方
の
地
下
深
く
で
は
、
こ

れ
ら
火
成
岩
（
マ
グ
マ
が
冷
え
固

ま
っ
た
も
の
）
が
余
熱
を
持
っ
て
い

て
、
こ
の
熱
に
よ
っ
て
温
め
ら
れ
た

地
下
水
が
、
断
層
な
ど
を
通
っ
て
湧

き
出
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
山
陰
地
方
の
温
泉
は
、
実
は
大
地

の
動
き
と
は
る
か
昔
に
で
き
た
火
成

岩
の
熱
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、

ジ
オ
の
恵
み
な
の
で
す
。

（
観
光
振
興
課
）

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ

２
月
19
日　

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮

韓
国
料
理
に
挑
戦

　

料
理
を
通
じ
て
国
際
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
市
国
際
交
流
協

会
主
催
に
よ
る
料
理
教
室
が
２
月

19
日
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
（
大

宮
町
口
大
野
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

韓
国
出
身
で
丹
後
町
竹た

か

野の

在
住
の

李り
　
じ
ょ
ん
う
ん

鍾
云
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
約
30

人
が
韓
国
の
郷
土
料
理
に
挑
戦
。
ス

ン
ド
ゥ
ブ
チ
ゲ
（
豆
腐
鍋
）
や
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
使
っ
た
チ
ヂ
ミ
な
ど
３
品

を
１
時
間
半
か
け
て
熱
心
に
作
り
上

げ
ま
し
た
。

　

李
さ
ん
は
、
韓
国
ド
ラ
マ
の
舞
台

に
も
な
っ
た
韓
国
春し

ゅ
ん

川せ
ん

市
の
出
身
。

試
食
し
な
が
ら
の
懇
談
会
で
は
、
春

川
市
が
ド
ラ
マ
の
影
響
に
よ
り
日
本

人
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
き
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
参

加
者
は
楽
し
く
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

伝えたいわが家の料理

玄関で浅茂川太鼓の音

食文化交流会に１００人

数え３６歳男性の厄払い

　

日
本
海
に
近
い
浜
詰
の
街
な
か
に
あ
る
浜

詰
遺
跡
は
、
昭
和
32
年
秋
、
橘た

ち
ば
な

中
学
校
（
網

野
町
）
の
教
師
と
生
徒
が
工
事
現
場
に
土
器
や

貝
殻
が
た
く
さ
ん
出
て
い
る
の
を
発
見
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
で
す
。

　
翌
33
年
３
月
に
は
、
工
事
現
場
か
ら
貝
塚
や

石
を
組
み
合
わ
せ
た
炉
の
跡
が
見
つ
か
っ
た

た
め
、
橘
中
学
校
の
協
力
の
も
と
同
志
社
大
学

（
京
都
市
）
が
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
同
年
４
月
に
は
、

網
野
高
校
郷
土
史
研

究
ク
ラ
ブ
が
発
掘
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
に
よ
り
、
当
時
の
人
々
が
生

活
し
て
い
た
竪た

て

穴あ
な

式
住
居
の
跡
が
見
つ
か
っ

た
ほ
か
、
当
時
の
人
々
が
使
っ
て
い
た
石せ

き

鏃ぞ
く

（
や
じ
り
）・

敲た
た
き

石い
し

・
石い

し

皿ざ
ら

な
ど
の
石
器

（
石
の
道
具
）

の
ほ
か
、
骨

で
作
っ
た
道

具
、
土
器
な

ど
が
た
く
さ

ん
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
ま

た
イ
ノ
シ
シ
、

シ
カ
、
イ
ヌ
、

タ
ヌ
キ
、
サ
ル
な
ど
の
動
物
の
骨
や
ボ
ラ
、
フ

グ
、
コ
イ
、
ク
ロ
ダ
イ
、
ス
ズ
キ
、
マ
グ
ロ
、

イ
ル
カ
、
サ
メ
な
ど
魚
の
骨
を
は
じ
め
、
シ
ジ

ミ
、
ハ
マ
グ
リ
、

カ
キ
、
ア
サ
リ
、

ア
ワ
ビ
、
サ
ザ

エ
な
ど
の
貝
殻

や
ド
ン
グ
リ
の
実
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
当
時
の
住
民
が
何
を
食
べ
て
い
た
の
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

見
つ
か
っ
た
土
器
な
ど
か
ら
、
浜
詰
遺
跡

は
、
縄
文
時
代
前
期
か
ら
後
期
（
お
よ
そ
７
千

年
前
～
３
千
年
前
）
ま
で
の
間
、
人
々
が
生
活

し
て
い
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
51
年
３
月
１
日
付
け
で
網
野
町
指
定

文
化
財
（
史
跡
）
に
指
定
さ
れ
、
平
成
16
年
の

京
丹
後
市
発
足
に
伴
い
京
丹
後
市
指
定
文
化

財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
地
に
は
、
昭
和
34
年

５
月
に
竪
穴
式
住
居
が
復
元
さ
れ
、
見
学
で
き

ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課
）

　外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

との交
こう

流
りゅう

や、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

を通
つう

じてのまち
づくりに関

かん
心
しん

のある方
かた

など、どなたでも参
さん

加
か

できます。

　　    　 外
がい

国
こく

人
じん

の方と話
はなし

がしてみたい
　　　    外

がい
国
こく

人
じん

や日
に

本
ほん

人
じん

と友
とも

達
だち

になりたい
　　　    外

がい
国
こく

人
じん

の方
かた

で日
に

本
ほん

語
ご

が学
まな

びたい
　　　    外

がい
国
こく

の文
ぶん

化
か

を体
たい

験
けん

したい　など

　このようなことが思
おも

い浮
う

かんだときに行
い

く場
ば

所
しょ

、そ
れが京

きょう
丹
たん

後
ご

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

です。

　年
ねん

会
かい

費
ひ

　　個
こ

人
じん

会
かい

員
いん

            一
ひと

口
くち

2,000 円
えん

　　
　　　　　　団

だん
体
たい

・法
ほう

人
じん

会
かい

員
いん

   一
ひと

口
くち

5,000 円
えん

　　　　　　
   ※ 会

かい

員
いん

数
すう

： 137人　4 団
だん

体
たい

（平
へい

成
せい

24 年
ねん

2 月
がつ

末
まつ

現
げん

在
ざい

）

会
かい
員
いん
募
ぼ
集
しゅう
中
ちゅう

178

178

佳松苑

みのり旅館

旅館本家千松

海舟
はまづめ荘

海花亭
紫峰閣

旅亭海山

あおき
橘風苑

海花亭
花御前

浜詰遺跡

京丹後市国際交流協会navi navinavi navinavi navi

　家内安全や無病息災を願い太鼓を打って地域内の
家庭を回る「浅茂川節分太鼓」が、２月２、３の両日、
網野町浅茂川一円で行われました。
　厄年とされる数え３６歳の男性が厄よけの意味を込
めて太鼓のたたき手を担当。今年は昭和５２、５３年
生まれの「巳午会」１１人。昨年１１月から地元「浦嶋
太鼓保存会」の指導を受けながら練習を重ねてきまし
た。
　３日は、２班に分かれて、地域の家々約２５０軒を
訪問。玄関前に太鼓を置いて「どっこい、どっこい、よー
うつ、よーうつ」の掛け声とともに、勇壮な太鼓の音
を響かせていました。

　２月２２日、第４回丹後食文化交流会（わが家の味・
わがまちの味 - 伝えたい地域の味 -）が峰山地域公民館
で開催されました。約１００人が、地域の郷土料理などを
持ち寄り、味わいました。
　地域ならではの料理を若い世代に伝えようと、市内の
女性団体で構成する「丹後わくわくスポット『きらめき』」
が主催し、今年で４回目。
　丹後ばらずしや弥栄のそうめんかぼちゃの酢の物、久
美浜の八

は っ

杯
ぱ い

汁
じ る

など３５品の料理が陳列。参加者らは味わ
いながら互いに調理方法や感想を話し合いました。

「きらめき」会長の小西恭子さんは「食を通じて市内６町
に住む人たちの交流を図り、地域の活性化につなげたい」
と話していました。

玄
関
前
で
力
強
く
打
ち
鳴
ら
す
巳
牛
会
の
メ
ン
バ
ー
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火
成
岩
の
余
熱
で

　
　

温
め
ら
れ
た
地
下
水

ジオの恵みの温泉。木津温泉駅（網野町）では 
足湯 「しらさぎの湯」が楽しめます。

山陰地方に湧き出る豊かな源泉

木
津
温
泉
駅
「
し
ら
さ
ぎ
の
湯
」

９
時
〜
17
時　

無
料

☎
７
４-

０
７
０
０

ジ
オ
の
恵
み

山
陰
地
方
の
温
泉
っ
て

浜詰遺跡には竪穴式住居が復元され、誰でも見
学できます

李さん（左から２人目）から調理方法を学ぶ
参加者

ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
た
郷
土
料
理



　今月号に掲載された記事からクイズを出題し
ます。全問正解者の中から抽選で 5人のかたに
図書カード 500円分をプレゼント！

大宮町奥大野にある「倉垣○公園」には、約600 本29 種の桜
久美浜一区の雛

ひな
祭りでは、玄関先などに「○雛

ひな

」が並べられる
今回のインターナショナルクッキング、○○料理に挑戦

はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字
や文字）②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤
電話番号 ⑥広報紙の感想やイラスト、まちづ
くりへの提言などを明記して、秘書広報広聴課
まで（宛先は裏表紙を参照）。なお、いただい
た感想やイラストは広報紙に掲載することがあ
ります。※6番目の項目も忘れずご記入ください。

3 月 21日（水）当日消印有効。当選者の発
表は来月号のこのコーナーで。

大谷 一三さん（久美浜町栄町）

鴨田 智さん（大宮町善王寺）

友松 朋子さん（網野町木津）

平井 房子さん（峰山町杉谷）

堀 和夫さん（峰山町長岡）

①リング　② 6　③網野

応募総数 30 人、全員正解でした。たく
さんのご応募ありがとうございました。

◆ 2月号当選者

◆ 2月号の答え

◆締め切り

◆応募方法

広報クイズ
問 1
問 2
問 3

3月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

4/1

・大宮、久美浜図書室は二足制から一足制になりました。
                                            （フロアカーペットを整備）
・大宮図書室の玄関に返却ポストを設置しました。
・各館ともに本棚などの備品を整備しました。参考書や絵本
  などの図書も充実しました。
　※図書の内容は、各図書館（室）の新刊情報をご覧ください。

　「子どもたちに昔話に親しんでほしい」という願いか
ら、あみの図書館に“日本の昔話”のコーナーを新設
しました。昔話には味わい深いお話がたくさんあり、大

人と子どもが一緒に楽
しむことができます。
また、子どもたちの心
の糧となり、生きる知
恵や力になります。ぜ
ひ、お子さんと一緒に
「むかしむかし、あると
ころに・・・」の世界
を楽しんでください。

◀あみの図書館に新設した
「むかしばなし」コーナー

➊閲覧テーブルや書棚などが新しくなった久美浜図書室➋大宮図書室の
玄関にブックポストを設置。時間や曜日を気にせずに返却できます。※本
の返却ポストは峰山・あみの図書館にもあります。

※空気砲での実験：写真はイメージ

　２人の年齢を合わせると１７０歳。作
家として、経営者として第一線で活躍
し続ける２人の対談集。東日本大震災
後の日本の苦悩をどう乗り越えていくか
を語ります。２人の言葉が身にしみ、「が
んばろう！」と元気が出る本です。

　国
こく

語
ご

の教
きょう

科
か

書
しょ

でおなじみの作
さっ

家
か

、あ
まんさんの作

さく

品
ひん

集
しゅう

。心
こころ

に残
のこ

る春
はる

にちな
んだ名

めい

作
さく

25編
へん

。親
おや

子
こ

で朗
ろう

読
どく

し合
あ

った
りお気

き

に入
い

りのお話
はなし

を見
み

つけ合ったり、
家
か

族
ぞく

でお楽
たの

しみください。心がほっこり
温
あたた

かくなること請
う

け合いです。

春
はる

のおはなし　あまんきみこセレクション①
あまんきみこ／著

 三省堂

図書館（室）がさらに利用しやすくなりました

「むかしむかし、あるところに…」を楽しもう

「利他」人は人のために生きる
稲盛和夫・瀬戸内寂聴／著

小学館

あみの図書館

今月のおすすめ

市職員人事異動

異動  ※カッコは前所属

【2月1日付】
弥栄病院 訪問看護ステーション 看護師

　　　　　山本　のぞみ
（弥栄病院 看護部 看護師）

　昨年、「赤い羽根募金」「歳末たす
けあい募金」を実施し、多くの方にご
協力いただきました。
　赤い羽根募金は、今後、地域福祉
事業などに活用されます。歳末たすけ
あい募金は、昨年末に市社会福祉協
議会から支援を必要とする市民の方に
配分されました。

共同募金運動へのご協力
ありがとうございました

赤い羽 根 募 金：　　9,722,265 円
歳末たすけあい募金：7,804,940 円

【3月1日付】
弥栄病院 看護部 看護師　　　堺　晶子

（弥栄病院 訪問看護ステーション 看護師）

2223 2012.03 2012.03

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

 ２回公演　①開演…13：00（開場…12：30）
　　　　　　 ②開演…15：30（開場…15：00）

 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 投げたら戻ってくる“ペーパーブーメラン”や箱をた

たくとすごい威力で飛んでいく〝空気砲〟など、不思議
で楽しい科学の実験（内容は変更になる場合があります）

 一般：2,000 円　中学生以下：1,000 円（当日各
500 円増）　※３歳未満無料（３歳未満でお席が必要な
方はチケットをお求めください）  全席指定

【主催】㈶京都府丹後文化事業団、京丹後市
【後援】京丹後市教育委員会

3/20㊋・㊗

京都府丹後文化会館
米村でんじろうの
おもしろサイエンスショー 2012

 京都府丹後文化会館　☎ 62-5200

インフォ
メーション

21

ウインタースポーツならこれ！

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。「たんご・モー
ニング・サンド！」のほか 3 本のレギュラー
番組を担当。年間を通してイベント MC
や各ナレーションにも多数出演

　「よう降るね～」「もう雪はいらん
わ」という言葉が飛び交った２月も
終わり、ようやく春の便りが届いて
くる３月になりました。予想外の大雪
と厳しい寒さに、私の体にも予想外
のことが起こりました。
　生まれて初めてインフルエンザに
感染したんです。風邪知らずで、い
たって健康な宮川優が「まさか…」
でしたが、年々免疫力が弱ってきて
いるのも実感。
　「これでは…」と思い番組内で体力
づくりを宣言！雪かきで体力はつい
たものの、やっぱりかっこよくウイ
ンタースポーツを楽しみたい！そこで
注目したのが“なわとび”。「スキー
やスノボ違うんか～」と突っ込まれ

そうですが、なわとびを甘く見ちゃ
駄目ですよ！というのも、この冬、三
津小学校（網野町）の文化祭と島津
小学校（同）のなわとび大会の取材
に行ってきました。そこで児童たち
が披露した技といえば、三津小では

「はやぶさの前・後」、「かけあし２重
あや跳び後ろ」「３重跳び」、島津小
では「側方回旋跳び」「ダブルダッチ」
と、聞いたことのない高度な技をこ
なす児童たちに感動の連続でした。
６年生が中心となり一生懸命練習し
たようですよ。
　そのほかの小学校でも大縄大会が

行われ、「８の字跳び」で新記録をマー
クした学校もあります。私としては
せっかく練習した成果をもっと発揮
してほしいので「京丹後市小学校対
抗大縄大会」というのを実施されて
は…と思いますがどうでしょう？
　学習だけではなく行事にも一生懸
命取り組む小学生の様子を「たんご・
モーニング・サンド！」では、７時
３０分ごろからお届けしています。聞
いてくださいね！
　ん、私の体力づくりは…って？　
まっ暖かくなってから頑張りましょう
か～ (^_^;)

たんご 遊優宮川優の 見聞録

                       　　　　

 たんご・モーニング・サンド！　月～金　7:00 ～ 8:58
 京丹後市からのお知らせ　月～金　13:00 ～ 13:05、16:54 ～ 16:59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒
Check

「宝くじ助成」で地区の施設備品などを整備

　今年度、市内６地区で、次のとおり祭り用の備品やコ
ミュニティ施設の備品が整備されました。地域振興事業
を通じて宝くじの普及を推進している（財）自治総合セ
ンターからの助成金を活用したものです。

➊峰山町 第二区：　　【祭用備品】祭用屋台修理
➋大宮町 周枳区：　　【祭用備品】太鼓、篠笛、扇子など
➌網野町 水之江区：　【コミュニティ備品】音響機器など
➍丹後町 中野区：　　【祭用備品】太鼓、笛、はかまなど
➎弥栄町 黒部区：　　【コミュニティ備品】テレビ、冷蔵庫など
➏久美浜町 海部地区活性化協議会：
　　　　　　　　　　【コミュニティ備品】パソコン、コピー機など

整備された備品など

2

1

3

4 5 6
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vol.96

男	 29,168人	 （－47）
女	 31,210人	 （－40）
計	 60,378人	 （－87）
世帯数	 22,227世帯	（－4）
2月1日現在、カッコ内は前月比。
住民基本台帳による。

人口・世帯数 ▼
本
紙
昨
年
10
月
号
が
、
京

都
府
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
府

知
事
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
２
回
目
の
受
賞

で
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
日

ご
ろ
の
皆
さ
ん
か
ら
の
励
ま
し

や
取
材
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

▼
市
民
と

行
政
の
架

け
橋
で
あ
る
広
報
紙
。
行
政
や

地
域
の
話
題
、
出
来
事
な
ど
、

そ
の
と
き
ど
き
の
「
京
丹
後
市

の
姿
」を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
広
報
紙
に
ど
ん
ど
ん
登

場
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
親

し
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
／
秘
書
広
報
広
聴

課
一
同

　
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
、〝
幸
せ
を
運
ぶ
鳥
〟

と
も
い
わ
れ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
。
久
美
浜
町
の
川
上

谷
川
流
域
に
は
、
１
年
前
か
ら
２
羽
が
す
み
つ
い

て
い
る
。「
兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
」（
豊

岡
市
）
が
放
鳥
し
た
親
鳥
か
ら
巣
立
っ
た
つ
が
い

で
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
ネ
ッ
ト
京
丹
後
」
の
代
表
、
野

村
重
嘉
さ
ん
は
、
京
丹
後
で
の
２
世
誕
生
を
待
ち

望
ん
で
い
る
。

♦　
　
♦　
　
♦

　
市
場
区
の
あ
る
川
上
地
区
（
８
集
落
）
は
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
約
７

㌔
。
平
成
22
年
11
月
、
こ
の
地
に
１
羽
の
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
舞
い
降
り
た
。
現
在
３
歳
の
雌め

す

で
、
地
元

で
「
コ
ウ
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
翌
年
４
月
に
は
、
雄お

す

の「
八は

ち

兵べ

衛え

」（
現
在
３
歳
）が
飛
来
し
、カ
ッ

プ
ル
の
誕
生
と
な
っ
た
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
肉
食
性
で
、
ド
ジ
ョ

ウ
な
ど
の
魚
類
を
は
じ
め
カ
エ
ル
な
ど
生

き
た
小
動
物
を
餌
と
す
る
。
か
つ
て
は
日

本
中
に
広
く
生
息
し
て
い
た
。
し
か
し
、

農
薬
や
化
学
肥
料
の
多
用
な
ど
に
よ
っ
て

餌
と
な
る
水
生
生
物
が
減
り
、
昭
和
46
年

に
国
内
最
後
の
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
姿
を

消
し
た
。

　

野
村
さ
ん
が
組
合
長
を
務
め
る
地
元

の
「
川
上
営
農
組
合
」
で
は
、
以
前
か
ら

低
農
薬
・
減
化
学
肥
料
の
営
農
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
最
近
は
、
餌
と
な
る
ド
ジ
ョ

ウ
や
カ
エ
ル
な
ど
が
生
息
す
る
よ
う
に
な

り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
格か

っ

好こ
う

の
棲す

み

家か

と
な
っ

て
き
た
。「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来
は
、
地
域
住
民

の
誇
り
」
と
、
野
村
さ
ん
は
胸
を
張
る
。

　
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
す
め
る
環
境
は
、
人
間
に
と
っ

て
も
最
良
の
環
境
の
は
ず
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生

す
る
里
づ
く
り
を
目
指
そ
う
」
―
。
昨
年
10
月
、

有
志
ら
が
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
ネ
ッ
ト
京
丹
後
」
を
立

ち
上
げ
た
。
代
表
に
は
野
村
さ
ん
が
就
任
。
50

人
を
超
え
る
メ
ン
バ
ー
が
、
環
境
に
や
さ
し
い
農

業
や
、
冬
場
の
エ
サ
場
確
保
の
た
め
の
「
冬と

う

期き

湛た
ん

水す
い

」（
冬
場
の
田
に
水
を
張
っ
た
ま
ま
に
し
て
お

く
こ
と
）
な
ど
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　
成
鳥
（
１
羽
）
は
、
１
日
に
約
５
０
０
㌘
の
餌

を
食
べ
る
。
ほ
場
が
雪
で
覆
わ
れ
る
冬
場
は
、
特

に
餌
不
足
が
深
刻
だ
。野
村
さ
ん
は
、会
の
副
代
表・

佐
々
木
信
一
郎
さ
ん（
同
町
市
場・69
）ら
と
と
も
に
、

自
宅
近
く
の
水
田
で
昨
年
末
か
ら
小
ア
ジ
な
ど
の

餌
を
与
え
続
け
た
。
地
元
の
湊

み
な
と

漁
協
な
ど
か
ら
の

援
助
も
あ
り
、
何
と
か
乗
り
切
っ
た
。「
給

き
ゅ
う

餌じ

に
は

限
界
が
あ
る
。
自
然
界
で
餌
を
確
保
で
き
る
よ
う

な
環
境
を
整
え
る
た
め
に
も
、
活
動
の
輪
を
地
域

全
体
に
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
る
。

　
こ
の
２
月
９
日
に
は
、
日
本
野
鳥
の
会
と
コ
ウ

ノ
ト
リ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
長
で
俳
優
の
柳や

生
ぎ
ゅ
う

博ひ
ろ
しさ

ん
が
川
上
地
区
を
訪
れ
た
。
取
り
組
み
を
た

た
え
、
２
羽
が
舞
う
姿
に
、「
す
ご
い
、
す
ご
い
。

必
ず
（
赤
ち
ゃ
ん
が
）
巣
立
つ
よ
。」
と
興
奮
気

味
に
連
呼
し
た
（
写
真
上
）。

　
３
月
に
入
り
、
交
尾
と
推
察
さ
れ
る
行
動
が
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に
確
認
さ
れ
て
い
る
（
写
真
上
）。
同
会
が
川

上
地
区
に
建
て
た
人
口
巣
塔
で
は
、
営
巣
活
動
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
へ
の
期

待
が
高
ま
っ
て
き
た
。

　

野
村
さ
ん
は
付
け
加
え
た
。「
コ
ウ
ノ
ト
リ
は

非
常
に
警
戒
心
が
強
い
。
遠
く
か
ら
そ
っ
と
見

守
っ
て
ほ
し
い
」
―
。

「消したはず 決めつけないで もう一度」
全国統一防火標語

コウノトリが舞う姿を見つめる野村重嘉
さん（左）と柳生博さん（2月9日）

交
尾
と
推
察
さ
れ
る
行
動
の

様
子
（
３
月
１
日
、
11
時
12

分
、市
場
で
。
会
の
副
代
表・

美
王
惠
次
郎
さ
ん
撮
影
）

若者・よそ者・ばか者がまちをかえる

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト


